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名
付
け
^
か
^
'运
.ぷ
.に
>
,
:
夫
：は
主
a

i
ぅ
獨
A
じ
^
存
す
る『

客
W
的 

實
在
0-
3
.を
認
め
、
.主
觀
：は
.單

妃

奂

；の
：所

產

で

：
あ

々

：、
、
良

%

&映
ず
各
.̂
な
す
以
上
.バ
孓 

つ
め
哲
學
上
の
槪
念
$

要
S

も

：普

久

衣

以

前

か

墓

は

i

■

名
付
け
ら
れ
*
居
り
た
か
ら
で
あ
る
。

處

鋈

ス『

物
質1

な
る
槪
念
は
哲
學
上；

の
®
ぎ

於

て

，

i/

あ
つ
，

て
.、
.：

決
^
乍

.
}
;
つ

鐘

驗

科

擧

た

る

か

ま
 

上

の

意

味

ど

混

間

し

：
て
.：は

な

ら

ぬ

.0
:物
理

學

扛

於

る

物

質

：

S

範

疇
.は
,ザ
決

し

；
て
#

學

土

f

い
物
琎
學
者
が
物
質
ど
云
ふ
時r

彼
等
は
‘常
k
何
等
か
の
.
賢
か
き
か
を
意
味
し
て
居
る
o
即
ち
、，
第
十
\

A紀 

は
拿
の
構
造

.で
：あ
.々
、
第
十
九
世
紀
に
は
化
學
の
歡
« '
4
で
：あ

ぅ

、
第

1:

ー
十.
紀

化

は

裏

：の
? '
£

か

で 

あ

る

。

そ

しS

U
十1

世

紀

に

は

多

分

吏

に

別

.
f

の
で
t

ぅ

。
I

I

ば

、
.
，
知

識

は

不

斷

の

發

展

過

程

な 

の
で
あ
る
か
ら
0
.之
化
反
1.
て
、
着
學
者
が
物
質
.ど
云
ぷ
^
マ
彼

ぃ
。
^
'9
4

4

ゾ̂
は
>
:彼
等
の
直
接
.の
對
象
で
は
な
^
か
.
6ガ
あ
る
。
：彼
等
め」

實

；物
質
は《

K
:ら
る

客

觀

，的

實

在

、

"菩

，々
.の
威

覺

：に

祓

寫
^
れ

、
，
：
.撮

寫

：3れ

、
，
寫

象3
れ

、

吾

.々の
感

覺

ど

は

獨

立
k
存

卞

す

る

客

觀

的
.»
*
を
_
ひ

表

は

す

：が

爲

の

，哲

學

的

範

疇

で

あ

る

。
：：
：
夫

故

.レ
丨
ニ'ン
も

物

理

學

上VJff
l
學
；上

の.物
質

槪

念

、を 

朋

確
k
區

別

し

：
て

居

る

。

『

物

質

は

消

.減

す
::
5
ど
は
、今
日
ま
で
吾
々
が

物
質
に
就
て
、其
處
ま
で
知
つ
て
ゐ
た
そ
の
限 

界
が
消
滅
す
るM

ど
：?:
意
味
し
、
音
々
の
.知
«
が
ょ
.
A
深
：い
ビ
|乙
ろ
代
到
達
じ
、：：
か
つ
そ
は
絕
對
な
、
不
變
な
、
根
源 

:

的
；̂

の̂
^

ズ̂
通
用
し
て
ゐ
た
ょ
ぅ
欢
物
質
の
；性
質

^
礙
胜
、
«
性
％
質
量
繕)

」

が
^

1
し
：̂

、
.
今

や

そ

れ

ら

の 

l:
.
iめ

は

、
ブ:m
灰

物
*
の
.或
る

狀

態k

>か
'ャ
の

：
み

固

有̂親
ば
れ
る
相
對
彿
な
性
質
せ
な
へ
り
：：た
こ
¥

尨
ぜ
%
ら
ば
、
'©
學

土

：の
：唯.論
が
、：.そ
;0
承
認
<
結
合
し
て
ゐ
る
*
之 

の
性
質
は
、
そ
れ
が
客 

*
的
.な
實
*
で
あ
彡
フ
;@
々
の
'«
纖
の
|
:外
;^
#
准
す
る
ヒ
：い
ふ
性
！
^

か̂
.ら
.で
あ
る
.

』

.Qbenda. 

S, 

2
6: 1-

2
6

2
.

邦 

譯
、■:
■
■:四
三

：七

一

四

賈

>
ぞ

'-
°

.:
:
ユ

■:■'〕

：
、
；
：■:
:
:
:
: 

.
:

.-
'
•:
•
: 

:
■'
:
'
'
一
'
: 

•

.

.

.

:'.
章

ビ

は_
农

對

：に
、

，観

念

論

は

、

'第
，.：一̂

認
識
の
'客
體
.は
主
觀
か
ら
獨
立
し
て
葙
在
せ
ず
、
寧
ろ
主
觀
に
據
つ 

て
造
.
6出
れ
た
兔
の
：で
あ
：̂
'-'
第
二
に
：、主
*

美̂
自
體
化
_
有
.め
胤

惟

範

：疇̂
據
つ
て
、自
B
の
所
產
拉
る
客
體 

?:
認
識
す
作M

b
。. ，：

第

：
一

の

關

保

を

レ
ー

一

一

ン
は
揞
摘
^

€

«念
論
は
、『

客
擴
精
神
の

.外
‘に
'は
存
在
せ
.ず
、客
體 

は
感
覺
め
結
合
卞
あ
る』

^
;«
す
^
:の
衆
あ
る
ビ
。̂

.^
:-
£
.尸
00
,
S

K

R镇14

の
關
係
?:
規
定
ル
孓
臼
ズ
。『

精
神
と 

肉
體
せ
め
ニ
充
論
を
觀
念
論
饷
に
除
き
去
る
岑
ビ
德
、：
^

B

§

i

o

即
ち
糈
神
ほ
.
>肉
體
の
機
能
：に
あ
ら
ず
、
 

從
'つ
.て
精
神
は
第
一
，
：次

的

な

^
の
：
で

あi
、
環
.：瓒
ヒ
我
^
は
ぜ
嗶
ヒ
同
d
.;

な
諸
要
素
め 

來
'なS

結
合
に
お
：い
て
の
み
存
在
す
る
公
い
ふ
こ
ギ
で
あ
る
。』

^

£
ロ̂
^

5「

2

:.

:
. .
菩
>
比
次
鐵
：：從
來
め
懿
識
論
.は
總
て
兩
者
の
內
孰
れ
か
((
:
歸
着
す
る
乙
ミ
を
述
べ
.ょ
ぅ
"
普
通
.入
：々
は
、
力
ン 

ト
以
前
.:0
«.
學
1
理
性
論
.

(

唯
璉
論
、遙
趣
論
、：へ
合
理
論
在 

第

.笫
|
1十
筠

卷(

一
ニ
0
五)

「

理
論
經
濟
學
方
法
論
叙
訧 

'第
.八
：號
.

l:P
M
三



第
^
十

.®
:

#

0
- 
0

0

弾
論
.蕾

：學
方
哉
藥
說
ン

 

0
A
0
r1

四
四

• 

• 

.

.

.

.

. 

• 

• 

• 

• 

• 

•
•
•
•
•
•
. 

. 

- 

'• 

•
.

1

觀̂
性
論
は
、
*
代
}2
:
於
て
は
、
パ
ダ
メ 

ニ
、デ
ス
、
デ
モ
^
ヌ
ー
ト
^
、：
ツ
；̂

.?
ズ
：ス
、\
ブ
：；1ス
.
.
.
ト
。ン
、
ア
.ソ
ス
ト
ー
グ 

レ.
ス
.、>
«
世
^
於
て
：は
、
：'デ
：力
.

A

ト
、
ス

ヲ

ザ

、
ラ
イ
ズ
二
ッ
：ツ
：、
デ
'
フ
，
等

：
，
®

K
力
，
ン

ト

以

後

纪

於

て

は

、 

フ
へ
：-ヒ
ニ
ア
冷
シ：
-
y 

ぐ
ル
>
ル
.ト
等

％

主

：張

し

て

居

る

.0
•夫
は

：
第

j

に
，
認
識
の
客
體
を
理
性 

(

刺
、
ロ
ゴ
.

)

ス：.、趟
對
精
刺
等〕

'6
0
.
產̂
で
あ
6
、
從
り
て
ー
.之
を
'1
酿
す
る
^
惟
範
_
も
、
：.主
，觀
^
固
有
^
现
性
で
あ
る 

苳
な
す
以
上 

> 

:

明

か

：代

觀

念

：論

に

屬

す

る

，。

此

の

理

性

論

权

對

立

す

る

經

駿

論

は

ァ

古

代

^
於

で

は

，ソ
フ
ィ
ス
ト
、
 

ス
ト
ア
派
、
-
ビ
：ク
-マ
ス
派
、
近
世
.̂

於
て
味
、
英
國
.の
、ベ
.イ
4
 

ロ.
ッ
ク
で
あ
办
、
又
感
覺
論
は
英
國
の
パ
f 

ク
レ
イ
、
桃
蘭
西
の
コ
、ゾ
デ
ィ
.
.
.
ヤ( ：

ツ
ク
、
■
エ
ル
ゴ
シ
濟
ネ
等
が
あ
々
、.
最
近
^
於
て
_は
、
；\
丨
.
.
一
一
シ
の
指
摘
す
る
如 

く

t

ッ
：
ぐ、
：
：
.
ア
：グ
ェ
；ナ
ツ
多
ス
の
主
張
す
_る
.簾
批
判
論
も

.之
化
屬
す
る
。
5
て
、«
驗

論

乃

至

烕

覺

論

が

、

|&
識 

の
起
源
を
'现
性
片
求
め
ず
、
：響

感

覺

奪

k
'求
め
多
か
ら
.し，て、：：

觀
念
論
た
る
：理性
論

k
對

し

、
：
夫

等

：は
唯 

物
輪
ぎ
ど
斷
言
ザ
る
'ミw

は
出
來
な
い
o
要
は
、
如
何
な
る
名
稱
を
以
つ
て
呼
ば
れ
る
^
せ
ょ
、經
驗
乃
至
感
覺
か
ら 

獨
：立

し

，
て

存

在

す

.る

.客
®
的

實

在

を

；認

め

、
：
：腸

及

ぴ

感

覺

は

.夫
：呤

. 

.
 

!

か

、
，
そ

れ

ゼ

も

、
：
树

等

；の

客

觀

的

實

，在

を

認

め

ず

、
_.唯

 

> 吾
タ
の
主
觀
の
經
驗
乃
至
感
覺
の
み
が

#
在
し
、
客
體
は

. 

結

.肩
主
觀
の『

感
禮
の
合
成』

ゼ
竟

.る
か
否
か

^
褂
か
：つ
て
居

9
:。：：前
の

^̂ 

C

客
観
的
經
驗
論
乃 

至
客
觀
的
鐵
覺
論

¥
ミ

な

气

：後
の

.立

.場
を

.採
れ

ば

難

念

：論

垂.觀
的
經̂
 ̂

f
 

ク
レ
イ
、

マ
-ッ
.ぐ
、
ア
ゥ
エ
ナ
リ
ウ
ス
等
は
明
か
に
觀
念
論
，者
で
あ

^
0 (

<l
aQ
r
. 

Lenin'Ma.teriaHsmus und Em- 

psokritizi

證

0
:
:
此

:0
戰
は
後

^
詳
述
す

0 

.

_
:
:
:
最

；後̂

、

」

ザ

度

爾

者'の

中

間

項

：ビ
：
し

：
て
，：

0
:不
可

知

論:?
:
說

明し
：：

よ

う
0
:此
の
®
場

は

：
、'第
' 

I
k
.
主
.觀
か

ら_
立

し
r

^

#

t

&

^

w
w'
t
te
/
'
$
#
ft
^
'<
,
,
«
^
^.
^
®)
^
^
g
:
d
_
M

)

、
鉍

靡

め

衣

K
、
:.
:此
へ
の■客
®
的

實

芍

雄

^
物
自
體
ば
菩
夂
主
觀
に
ば
議
さ
れ

ず

、

«
4
;吾
：々
.は
認
識
3
れ
：得

.
0
0ば
、
菩
.々 

の
.主
_

£與
.
' へ
ら
.れ
fc
M

:
、經
驗C.

現
象
：̂
で
お
办
、'之
起

，疋

し

く

認

識

す

吝

^
は
"
マ
主
觀
纪
固
沿
故
思
惟
範
疇
^
據 

§•
.ビ0

す
。
此
の
點
化
於
體
ぱ
、
.明
か
K
觀

靈

近

酔

く

：の

セ

あ

る

：
。
涵

.：の
：立.場
を

主.酸
^
0
.者
も
レ
て
ば
、、
早
；
 

く
は
ヒ
'

」

：.！
.
4で
^,
ち
鬼
成
が
_
だ
形
齡
於
て
ぼ
、
"
<

レ
'
1
-シ
.は
一
、
;'
;不
吼
知
論
％」

の
本
質
を
指
摘
し
て
、『

そ
れ
は
、彼
ら
は
烕
覺
か
レ
向
ぅ
.へ
は
進
ま
ぬ
I

、
現
象
の 

ひ
い
い
你
R
立
¥>
-
停
«
る

Z
ビ
、.
.
.
感
鐵
の
'限
界
外
R'
敗
る
.何
ら
愈
の
.
.確
.炉
な
も
.
.§釔
見
：ょ
ゲ
ミ
.す
る
i
 

w5:
.if
念
す 

^
^
,̂:
^
fc
.
.6,』

.

((

E
b
e
:
n
d
a
. 

s
:
9
3
‘
.
_

5f
“
八
，1

^
し̂
。
然
し
此
办
不
可
知
論
も
失
5:
徹
底
ふ
せ
れ
ば
、
結
局
唯 

物
論
が
«
念
論
私
：の
孰
れ
か
に
解
消
せ
ぎ
る
乾
得
ぬ
i

は
：：、
後

に

速
: ^
よ
ぅ
。
ぐ
V 

•，
菩
々
は
此
ゆ
節
於
、
ハ
次
の
.引
财
.甸
?:
:

’以
グ
て
賴
ば
ぅ
。
;'
.
'

『

唯
物
論
者
^
ご
0;
て
'は
、
ぞ
の
模
像
が
吾
々
の
感
覺
で
あ 

る
'

W

こ
6

外̂
界
«
ス『

事
實
的
哎
敗
.へ)

ら
れ
でi

.

ね
る
。’
.觀
念
論
者
に
ミ
ヴ
て
は
、
感
覺
が『

事
實
的
^
與
へ
ら
れ 

て』

を
々
、
ぃ
乞
し
て
~d
e)
;
«;
#
'.
v外
界
は
：

『

康
覺
呤
合
成』

だ
ヒ
S
れ
る
。
不
却
知
論
者
k 

つ̂
て
も
、同
じ
ぐ
威
覺
は 

『

囊

ぬ

與

¥
ら
れ
で』

ゐ
_
。
0
が
し
农
苽
知
囊
ば
、
:%
:
>乙
.か
ら
向
ぅ
^
外
界
の
實
在
性
を
唯
物
論
的
^
承
鄹
す 

ふ
t

L

Ri/
、ま
^
世
界
ヒ
吾
々

の
：感

覺
<£
;
し
で
觀
念
論
的
^
認：容す
る
ど

^
も
進
ま
な

.s. 』(Ebenda. s. 

9
7
-
VO
CO
.

吾
十
は
产
前
節
に
於
七
唯
物
論
、へ：歡
念
論
竑
に
不
赞
邾
論
塗
思
義
.が
明
瞭
^
 ̂

今
度
は 

第
ゴ
+
1卷̂
''(

1:
ー
〇
.ゼ
.

)

'.
:

理

一

爵

馨

墓

聽■

.

.

铬
/v
m
-.'
:
-
.
1
四
3£



，
第U

十

五

卷(

U
I'O
八)

'、

理
論
經
濟
學
方
法
論
叙
說

.

：

:

.

:
、
第

八

號
'

5六

經
驗
科
學
の
菽
礎
た
6
得
る
認
識
論
ぐ
し
て
は
、
孰
れ
_
:立
場
^
最
^
芷
^
螃
が
?:
吟
味
.し
ょ
ぅ
^
'
'

先
づ
、
»
念
論
か
ら
吟
味
ず
る
が
、
觀
念
論
^
は
本
來
ー
：1
つ
：の

主

要

傾

向

が

あ

る

。
：：

一:

つ
は
ぜ
歡
1
觀
念
論
、
他 

ソ
は
客
觀
的
觀
念
論
で
& :

を
\°

前
者
は
バ
ー
ク
レ
ィr

最
把̂

於
て
は
名
稱
こ
そ
異
な
れ
、
マ
ッ
々
、
ァ
グ
ェ
ナ
リ
ゥ
ス 

等
め
.經
驗
批
»
論
者
:̂
;

«
务
で
主
張
を
れ
て
厝
^

^
比
？
客
體
を
主
觀
が
ら
獨
立
し
で
存
す
る
せ
は
見
ず
、
寧
ろ 

失
b

«
e>
:
i
:
;
個
々
.以
個
人
意
_

-0
.
卿̂
覺
^
結
#-
攻
至
合
# ;
"も
^
る
の
で
&
み
"0

哝
ば
れ
ノ
又
,«
'
粹
：の
腺
^
於
げ
吝
觀
念
_
で
&'
:る
：。
：

「

：
之

に

：反

じ

：て

、

客

觀

的

礙

念

論

^
は
、：
フ
ィ
5

K、：
シ
ナ
リ
シ 

.ダ
、
，
へ
ダ
ゲ
^
等
の
主
張
す
を
所
で
お
か
、
へ
夫
ば
個
々
の
個
人
意
識
か
ら
獨
か
ひ
^

或
る
精
神(

絕
對
我
、
 

絕
對
精
S
V 

_念
.等
の
名
ゼ
.跃
%;
_
ば
客
を
_
办
、"
個
无
激
_
其
他
^

へ
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^
あ
る
物 

を
知
る
こ

^
は
、
明
か
^
經
驗
を
超
越
し
た
獨
斷
論
^
壓
る
か
ら
ど
。
 

t 

菩
々
は
此
の
反
對
論
に
對
じ
て
、
物
自
體
の
認
識
可
能
性
を
、
页
に
次
の
笟
ニ
の
方
法
^
於
て
證
叨
す
る
。
な
る 

ほ
ざ
吾
冷

の
E
a'
は
經
驗
か
ら
初
め
る
よ
う
外
^
逍
は
な
い
。
仑

こ

で
感

性(

感
覺)

を
通
じ
て

物

，|-
-
|
體

の

表

象
£-
得 

る
。
页
に
此
の
表
象
を
见
惟
作
用
に
よ
つ
て
盤
理
し
、
斯
く
て
或
る
認
識
を
得
る
。
ど
乙
ろ
で
、
取
に
認
誡
す
る
ど 

云
ふ
孤
於
|
の
1
界
に
止
ざ
爻
つ
て
思
る
限
办
、
叨
か
^
を
の
認
誠
は
主
«

於̂
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
 

主
«
的
な
も
の
で
あ
6
、
果
し
て
ぞ
の
認
識
が
主
«
か
ら
溶
觀
的
に
存
す
る
物
0
體
に
ー
致
し
て
尻
る
か
西
か
は
赀 

ら
な
い
。
を
こ
で
、
主
觀
に
於
て
生
じ
た
認
識
が
物
0
體
に
一
致
す
る
か
、
換
言
す
れ
ば
物
过
體
を
認
誡
し
得
る
か 

は

"

理

論

の

世

界

を

串

つ

て

、
實
踐
0
'世
界
に
訴/:

る
よ
6
他
^
道
は
な
い
。
即
ち
主
觀
の
認
識
^
遞
き
、
或
る
0 

的
を
立
て
、
赏
行
し
て
見
て
、
果
し
て
所
期
の
結
果
が
得
ら
れ
た
場
合
、
を
の
認
識
は
物
自
體
R

1致
す
ど
云
ふ
よ 

6
他
に
道
は
な
い
。
例
へ
ば
、
水
は
菩
々
の
感
性
^
は
一
つ
の
流
動
體
ど
し
て
與
へ
ら
れ
る
。
更
に
荇
々
は
此
の
表 

象
?:
思
«
に
よ
A
、
種
々
W
究
し
た
結
果
、
水
は
酸
素
ど
水
素
ど
の
一
定
割
公
の
化
合
物
な
う
ど
の
認
誡
が
主
觀
に 

绝1

十
五
：卷
：

a
!

n
:
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ハ
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^

- 

A
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.
^
u 

^
 

.
 

 ̂
^

:

識

を

基
R

G
て

實

馨

行

：a
、.
'若

し

酸

素
^
水

素

：ミ
妒
ら
逆̂
:水
.が

作

：み
ぼ
は
れ
：た 

ィ
自
體
め
本
質
を
認
識
し
得
扶
匕
圭
張
し

#
务

の

兔

あ
5 !
.:。5

;-
:
^
^
^
^

 

:
\
y
.
'
:
'
'

 

.

ふ
問

.題
は
、
.
#等
理

_
の
問
題
で

.は
な
沿
、：.實
踐
；の
問
題
で
：あ
る
。"
霧

 

現
實
性
ビ
、
.力
苳
、
.彼
の
思
惟

0
此
：岸
性
せ

?:
證

_
:レ
な
け

^
ぼ
な

&
ぬ

。

»
踐
が
ら
孤
立

^̂

的
な
々
や
或
は
非
現
實
的
な
6
や
^
, 

H

論
#
は
-、純
然
た
る
煩
琐
哲
學
的
な
問
輝
で
あ
.る』

(

^
爿

T
h
e
l

 

f

 

Feuerbach'.In : Marx-Engels 
Arclliv. 

Bd. 

L

 

S. 

h 

2
2

7
〕
VJ 。

.：又
エ
ゾ
ゲV

 
ス
も
次
の
'
H

5

k

j!4 .

つ
て
®
る

。『

他

 

「

の

凡

ゆ

：る
，哲

學

上

の

幻

想

v

等
し
ぐ
、
之
^
對
す
み
有
力
な
駁
論
は
、
實
踐
、
；即
ち
實4

ど
^
!

4

で
あ
る
。.

若
し
吾 

:々

自

身

の

宇

：で

、

そ

ゆ

a；
然
事
象
を
作
が
出
す
：

isJ V:

が
出
.來
、.

そ
.の
も
：の
>:
中
か
ら
失
を
發
：生
^
せ
、
を
の
上
^
、
 

.

「

夫
を
吾
々
の
.

M

的
に役

：：

立
だ
.し
む
，：る
：
Z ̂

ょ
っ
て
，：、
：
或

衣

_
然
事
象
に
對
す
る
菩
々
の
観
念
の
正
し
3
を
©
明
す 

_る
が
如
さ
方
法
を
以
づ
て

す

る
こ
ど
が
出
來
る
な
ら
，ば
、
へ
ヵ
シ
ス
ト
の
補
捉
す
可
ら
ざ
る『

物
自
體
-S

片
附
ぐ
て
終
ふ
。
 

廳
，植
物
の
體
化
於
て
形
成
さ
れ
た
化
學
的
物
質
は
、>有
機
.化
學

が

夫

：を
：次

笤

次

：ぎ

^
錄

 

斯 

5『

物
自
體』

R
ih
V
Jま
り
て
：'ゐ
た
。
有
機
化
學
に
ょ
っ
そ
說
明
^
れ
る
に
.至
っ
て
、
初
め
て
：、
こ
の
！T
4S-
き』

は『

か 

々
k
取
っ
て
の
物』

S
な

っ

た

。
例

へ

ぼ

、
茜
の
色
素
：ァ
.リ

r
ソx
は
、
を
5
で
あ
る
。
吾
々
.は
最
早
、
ア
リ
ザ
リ 

ゾ
を
原
野
の
茜
の
根
^
生
ず
る
が
ま
、
に
し
て
お
か
ず
^
、
遙
か
^

«價
祀
.
>龜
.か
^
簡
單
に
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
か

ら
製
出
し
て
居
る o 』

(wngels, L
u
d
w
i

OQFeuerbach. 

S, 29-30)
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.
:»
く

て

吾

々

.：：は

ゾ

第

一

R

威
覺
、
第
ニ
^

思
惟
フ
第
三
に
實
踐
の
三
ー
過
程
を
經
て
、
物
自
體
を
認
識
す
る
^

至
る 

ビ
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
最
早『

物
自
體』

ど『

吾
々
^
取
つ
て
の
物』

、『

彼
岸
性』

v
『

此
，择
性』

w

の
間
に
は
、
 

何
等
力
ン
ト
に
於
け
る
が
如
く
、
越
.ゆ
可

ら

ざ

る

深

淵

，が

存

す

る

.の
：で

は

な

く

、

原
：理

上

同

一

の

も

.の
，で

あ

る

。

そ 

し
て
兩
者
を
結
び
付
け
'る
出
發
黙
が
感
覺
，で
あ
々
、
中
間
階
段
が
思
惟
で
あ
A
、
最
後
^
實
踐
に
よ
つ
て
、
確
實
R 

結
合
が
な
^
れ
-6
の
.で
あ
る
。
：

斯
く
實
踐
に
よ
つ
て
物
自
體
の
認
識
可
能
?:
主
張
す
，る
吾
々
R
對
U
、
頗
み
懷
•«
的
な
'力V

ト
主
義
者
は
更
に
次 

の
よ
ぅ
^
反
對
す
る
か
も
知
れ
な
い
。『

工V

グ
ル
ス
が
コ

！V

タ
f
/-
か
ら
龜
ヵ
に
安
價
^

«
力
に
®
為
に
ァ 

ソ
ザ
リ
シ
を
製
造
し
得
.る
.ミ
云
つ
て
も
、
夫
は
勿
論
、1

人
，の
.ヵ
ン
ト
主
義
者
を
も
驚
か
し
は
し
な
い
。
然

し

ァ 

リ
ザ
リ
v
w〔

l
Mfc
、
、t
の
：同
じ
コ
I \

タ
ー
ル
か
ら
、
：同
樣
に
安
價
な
方
法
で
物
0
體
の
不
可
知
性
の
反
駿
を
製 

:造
す
る
之
ヒ
は
出
來
‘

2
。

何
で
な
れ
ば
、實
踐
夫
自
體
は
：經
驗
の.

©
f

セ

：行

は

れ

る
.の
.で
あ
.る
か
ら』

>
。
^
て
此
の 

反

駁

に

は

、
.
物

自

體

R
就
£
:一
 
つ
：
の

意

味

：が

含

^

れ

V

居
る
。
':1.

つ
は
物
自
體
を
悟
性
上
の
思
惟
讓
物
ビ
し
て
、 

他

は

か

於

«>
办
« >
^

^

し

て

考

へ

て

居

る

o 

ろ
で
、
若
し
物
自
體
を
思
惟
に
依
々
、
*)
め
か
ら
凡
ゆ
る 

規
定
を
取
ヶ
尜
々
、"
空
虛
な
杣
象
物
、
«
に
_化
^
し
め
、

. %
か
ら
觀
徽
し
得
ね
％
:の
S
しH

か
、

る

場

合

に

は

"

假 

备

ベ

實

踐

に

：
よ

ら

ぅ

が

何

よ

、ら

ぅ

が

覺

&
な
い
R
き
ま
つ
^
居
る
。(

上
竭
べー

ゲV

に
よ」

る
物
自
體
の
反
駁
を
參 

脑
す
可
し
^
之
は
自
己
め
镲
手
な
麻
辯
で
あ
夂

底̂
现
窟
で
灰
^

問̂
題
^
位
な
ら
ぬ
。：

次
k
物
自
體
を
經
驗
外
の 

客
觀
的
實
在
ミ
解
せ
ば
で
5
か
。：：

然
を
時
は
、
^V

ト
隹
身
^

Ki,
如
く
、少
^
急

5

の
威 

:で
卷

露

#
0
:て
吾
々
の
侧
か
ち
も
之
^
何
#
か

豐

%
砂
得
9

#
の
：者

の

で

あ̂

■ 

.

. 

. 

.
/
. 

•
+ 

T

.

•

 

• 

• 

.

.

.

.

.
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0

$

一
六
'四 

初
.は
經

驗̂

與

へ

ら

れ

て

：

5:
^
ネ
.の
を

惫

識

的̂
孩
^

驗

內

：
e:

も
：
の
：

.V

す

：
る
の̂
あ

る

。

例

；
{，
ば

水
-の
«
成

婪

素

：の
：實

徽

に

於

.て
、最
初
經
驗
か
^
あ
.る
.
0は
、酸
素
ど
永
素 

だ
：け
で
あ

々

、
水
は
最
初
に
炫
經
驗
外
の
も
の
で
あ
る
。

cf
乙
ろ
が
*

; ®

に
ょ
っ
て
兩
者
の
化
合
物
か
ら
水
が
出
來
、 

求
が
經
驗
灼
の
も
の
^
な
る
。
夫
故
實
踐1,

般

は

：勿

論

舞

驗

內

で

.行
は
'る
、
が
、
夫
は
經
驗
ル
の
も

の
、
即
ち
物s

 

體(

氷
庙
體
¥

作
6
出
す
：.こ
ど
に
ょ
っ
て
、
' 過

去

に

吾

：
々

の

主

：觀

に

，
注

じ

た

.物
自
體(

水
自
體)

0
認
識
が
、
_ 

.

眞
k
主
. 

體
か
ら
.獨
立
し
て
存
す
.る
.物
自
體
三
.致
す
る
ミ
ど
を
證
明
す
る
:0
で
あ
る
。
：
.

.

：

.

:

菩
.々
は
唯
憑
論
乞
不
可
知
論
化
對
し
辯
議
す
.る
消
極
的
.立
.場
を
表
っ
て
、
®
極
g

R
不
可
知
論
を
反
駁
し
ょ
ぅ
。

第
一
の
反
駁
は
、'1
不
可
知
論

^
あ
っ
て
は
、
'客
觀
的
實

*
た
._る物
自
體
が
認
識
さ
れ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
果
し 

V.̂
U.RJ

の

^
^
.̂客
觀

^
.
.
認

8<
——
"科
.學
は

..
之
を
.求

-̂
>
る
の

.で
あ
る
一一

r

で
.あ
..
る
か
.、
.夫

^

J

も

單

な

.る

主

觀

的

妄

想 

で
あ
る

.か
^
判
別
す
可
さ
何
等
の
規
準
も
な

.
s
k云
：上

こ

ビ

ヤ

あ

る
:0
港

し

敢

へ

て

客

觀

的

認
«
の
.規

準

を

求

め

る 

な
ら

.ば
、
:.
;客
觀
的
實
在
た
る
物
尙
體

k
求
め
ず
し
て
、
唯
い
主
觀
和
互
の
間
に
求
め
る
ょ
ら
外

^
道
は
な
ぃ
。
即
ち 

多

く

の

主

.觀

が

一

致

す

る
®
合
、
そ
の
認
識
、は
客

«
的
認

_
‘
だ
ど
云
ふ
ょ

6
外
は
な

s
o
_
.
斯

く

す

る

時

，は

、
.
.
不

可

知

. 

^
は
最
早
科
學
的
獄
識
の

4£
礎
た
々
得
ず
し
て
、
寧
ろ
必
然
的
に
信
仰
主
義
へ
道
を
開
く
の
で
あ
る
。
何

^
な
れ
ば
、
 

多
く
の

.者
が

，
眞

な:̂
.
v
,
信

ず

，
る

vj.

さ

、
' 失
は

客

舰

的|
|識
な
>
ビ

主

張3
れ
‘る
乙

ど.
^
,
な

.る
か
.ら
で

あ

る0
例

へ

ば

：

レ
)
テ
グ
も
*
ソ
云
ふ
如
く
、
'若
し
斯
る
立
場
^
立
っ
丧
ら
ば
、
'.中
世
キ
タ
ス
ト
敎
會
の
it
ii
は
、
當
時
に
.於
て
多 

數
の
者
^
ょ
っ
て
信
せ
ら
れ
.た
が
故
.
、̂
.容
觀
的
眞
理
ゼ
な
，6
。
斯
く
て
'力
'ン
ト
哲
學
は
、
思
辯
妁
捏
造
に
ょ
っ
て 

敎

會

の

敎

義

，を

辯

護

.せ
ん
ど
し
た
，煩
玻
哲
學
を
4
步
も
.出
で

'\
'?
:
ぃ
乙
€

な̂
る
‘
。
'

斯
る
信
仰
主
義
へ
の
轉
藩
を
豫
知
し
'た
賢
明
な
、
' 否
な
寧
ろ
狡
糈
な
ヵ
シ
卞
主
義
者
は
.、
自
己
め
牙
城
：を
守
る
爲 

R
、
客
觀
的
« >
在
認
識
の
領
土
を
去
つ
て
、
..
規
範
認
識
の
城
壁
'內
^
逃
げ
込
：ひ
？
锻
等
ヵ
ン
ト
主
義
者
は
ー
；ム
ふ
。
吾 

々
k
は

事
實
何
が
存
在
す
る
か
.は
問
題
で
：は
な
い

o

せ
^

ふ
：の
：は
.、
,

を
ん
な
.

も
9

は
認
_
し

得

な

い

か

ら

だ
:0
吾

 々

に
即
題
な
の
は
、
唯

<
如
何
に
あ
ら
ね
ば
I

ぬ
f

云

ふ

こ

，
ど

、

：

即

ち

規

範

&

け
.な
の
.だ

。
.
.
吾

々

が

眞

な

る

認

識 

を
達
せ
ん
が
爲
k
は
、

一
般
に
如
何
化
思
惟
す
可
$
.か
、
を
の
思
惟
の
規
範
が
問
題
で
あ
6
、
事
實
吾
々
の
外

^

あ 

る
客
觀
的
實
在
が
何
で
あ
る
か
は
問
題
で
は
ば
.̂
,

.%
,

斯
る
逃
P
土
：を
述
べ
て
も
、：
夫
は
無
駄
で
あ
■る
。
.寧
ろ
そ
の 

無
能n

の
暴
露
に
ょ
つ
て
、
菩
々
は
ま
心
し
.て
箜
一
の
反
駿
を
加
_
_へ，得
.る
？
即
ち
力
ン
ト
の
不
可
知
論
は
#
在
を
取 

扱
ふ
經
驗
科
舉
の
某
礎
た
6
得
ぬ
の
み
.か
、
最
皁
經
.驗
料
學
に
'：千
渉

す

る

凡

ゆ
.る
*
利
の
放
擲
を
宣
言
し
.て
居
る
の 

で
あ
る
。
經
濟
學
漭
諸
对
、
多S

に
..力.シ
ト
主
義
^
は
警
戒
：し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
譯
で
あ
る
。

.

上
述
の
如
く
、
吾
々
は
實
踐
R
ょ
.ぅ
、
物
自
體
の
認
識
可
能
性
を
證
明
し
た
。：
然
し
乍
ら
，
3
ぅ
で
あ
る
か
らvj 

云
つ
て
、
吾
々
は
砰
ち
^
凡
ゆ
る
物
向
體
.の
全
面
を
.認
a
し
つ
く
し
得
'る
ど
か
、
旣
R
つ
く
ん
て
居
る
ヾ」

か
主
張
す 

る
の
で
は
なS

。
即
ち
所
謂『

絕
對
的
眞
.理
i
K到
達
し
得
.る
し
、
又
し
た
：ヒ
主
張
す
る
の
で
は
なS

 
o

斯
.る
«
©
に 

し
て
狹
隘
な
る
主
張
は
、
唯 

< 十
八
世
紀
.
.フ
ラ
ゾ
ス
唯
物
論
奢
の
ょ
く
な
す
ど
こ
ろ
^
過
ぎ
な
い
。
エ
ン
へ
ゲ
ル
ス
は 

彼
等
の
三
つ
の
根
本
的
な
狹
險
な
性
質
を
指
摘
し
て
居
6

。
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一
.
'の
狹
隘
な
性
質
は
、
杏
ぃ
唯
物
論
者
、の
見
解
が
，
彼
ら
が
"『

事

，ら

化

學

的

、

有

機

的

な

性

質

を

も

つ

た

過

程

^
對 

し
‘て
、
機
械
學
の
尺
度』

?:
常
て
が
つ
た
^
云
ふ
意
味
に
於
：て
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‘し
く f
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械
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で
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で
あ
る
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が
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史
的
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唯
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論
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第
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號

5
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形
而
上
學
的
S

解
で
あ
る
。
：第
I

s

、、
金

'の
^

持
ざ

ノ
史
的
唯
物
論
翁
塞
、無
理
解
で
あ
る
：o
一
藤
_

題

裏

：は
、
».
1
;
1
:
.

の
：̂

な̂

性

質

で

あ

る

。
.'彼

等

の

非

f
 

1.

定
の
.物
質
を
M

識
し
.得
.る 

v
^
B
^
b
.
,
:
:
v
、
¥
 

ぃ 

:
.
•

だ
が
斯
く
直
ち̂

凡
地
知
物
自
體
f

W
性
、

v

即
ち
猶
對
的
眞
理

K

到
達
し

#

る
S

主
.張
す
る
時

は

、
必

然

的
C

、 

te
R

r算
し
セ
置S.

た
觀
念
論
や
..:
'
*：不
可
知
論
に
逆
も
ざ
ゥ
を
せ
ざ
る
を
得
な
^
の

.例
へ
ば

、

十
八
世
紀 

フ
.ラ
ン
ス
唯
物
論
者
の
如
く
、
：
f

 

k
.

凡
f

物
自
體
I

極
要
素
£

て
一
定
め
.分
子
を
蠢
し

#

?

.の
$

 

ふ
グ
.即
ち
絕
對
的
眞
S

達
し
.た
ど
I

。.然
泛

自

然

I

の
：急

激

な

，發

展

は

、

彼

等

の

I

I

切
つ
て
、
分 

子
を
原

S

、
原
f

 l

气

f

電
子
I

等

か

に

翁

し

5

く
.。：'斯
^
^

る
場
合
、
1

.

2然
的
に
、
自
己
S

識

は
單
望
觀

I

產
¥

1

5
真

、
物
自
體
は
認
識
し
得

な

い
^
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:
へ
出
す
？

あ
る
o
.レ
!

ニ
 

x

I

十
九
世
紀
.の
終
>
か
：ら：

ニ
十
世
紀
の
.初
あ
6

て
、
物
理
學
者
間
こ
I

 

論

養

活

し

た1.

づ
の
原
I

-
右
の
事
情
S

め

て

居

る

：。
；

c
v
g

 :
M
a
t
l
s
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 : u. 

'

I
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siiBtHche wel.ke. 
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X

日
.S
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3

然
ら
ば 

'唯
一
の

'疋
し
い
唯
物
論
の
.立
場
を
維
持
す
る
k
:は
、
如
何

f

態
度
を
取
る
可
き
で
あ
ら
ぅ
か
。

吾
々

は
、W

ま
？

瞀

體

の

客

嚣

實

1

|
の

I

能

f
 

?
る
が

、
I

S

I

Iへ
到
_

菩

る-

云
ふ
の
で
は
？

、-

唯

，
.物
自
體
り1

面
の
把
.握
、
s

£

i
歡

歡

歡

i

が
得
ら
t
 

i

tZ

 

の
て
|

ハ
.

そ
し
.て
、
物
自
體
2

面
的
把
握
、
即
ち
絕
對
的
眞
规
渉
：®
榧
の
：無

限

：
の

鞔

展

f

、
：
此

の

相

對

的

興

理

の

無

限

：の

蓄

積

、

總

計

に

：

ょ
っ
.：
て
達
せ
、
6
.る
、V

見「

る
。
,夫
故
，
科
學
の
礙
展
に
於
る
备
冷
の
段
噃
は
、
絕 

對
的
眞
理
の
.ど
.の
總
訐
に
、
_新
た
な
小
粒
を
附
け
加
べ
る
の
で
あ
る
ど
見
る
。

/
 

唯
物
論
者
デ
.ィ
へ
ー
ッ
ゲ
シ
は
云
'ふ
。『

絕
對
的
眞
理
は
見)

る
乙
ど
も
、
.聞
ぐ
乙
ど
も
.、
嗅
ぐ
乙
e
も
、
感
ず
る
乙

 ̂

も
、-
-固

ょ

識

1 ?
る
^
‘
^
:
も
出
來
る
:0
然
し
失
は
認
識
の
ぅ
^

^

^

^

^
て
終
.ふ
も
の
で
は
な
い
。

』
(Dietzgen, 
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Soz 
一
 alisten In 
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Gebiet der Erksntnistheorie. 

s
，

IVO
5
-

J 9
6)

『

繪
は
、
そ
の
對
象
J:
殘 

々
な
く
寫
す
之
X
は
出
來
な
，

ど
：、
そ
し」

て
畫
家
が：：

モ
？デ
グ
^
_追
づ

；か
な
い
：
尽

VJ

は
、
へ
自
明
で
あ
る
。
：
• •
 
•…
繪 

は
そ
の
.モ
：ダ
：ル
g
、.

W

の
ょ
5
に

-
致
し
得
る
か
？
：
た
：;\
:
'近
似
的

0̂

み
。』(

虔

3

&

.

^

1
9

7〕
：『

'か
i
'ぅ
^
吾
 々

味
？
：自
然
せ
：姜

霖

分 
< を
、
.た
乂
相
對
的
.
0
:
の
：み
.認
識
す
る
こ
.
<が
出
來
る
。：.な
ぜ
な
ら
ば
、
"
¥ 

自
然
；の
こ
：：.纖
化

猶

ぎ

な

4
が
、
そ
れ
.は
尙
ほ
、
：絕
對
な
も
：の
.、
性
質
、
•認
■
に
i
つ
て
は
知
*
つ̂
く
じ
得
な
い
全
：
 

自

然

自

體

：
.の
：性

質

を

：も

具

べ

弋

a

る

か

ら

：で

あ

る

：。

』C
E

b
e

l

-
,

.

エ
ン
グV

ス
も
兩
者
め
關
係
を
等
し
く
取
扱
っ
て
居
る
。『

思
惟

I
s至
上(

註

、
絕
對
的
認
識)

は

、
ー
聯
の
極
め
て 

非
釜
上
的

^
思
惟
ず
る(

註
、'
:相
對
的

^
思
惟
す
る〕

人
間
の
ぅ
ち

^
實
現
ず
ゐ

;0
«
:理
^

_

し

て

無

條
 

も

0
:認
識(

註
、
：
絕
對
的
認

_
藩

、
：:;
1.
:聯
の
相
對
的
な

_
謬(

註

、
逆
紀
相
對
的
：認

^
^

二
つ
、の
s
'の
：
は

、
，
ざ

：
ち

ら

4
.共
^
、(

人
_
の
»
限

.の

.永
續

を

通

：
じ

て
'
な̂
け
れ
ぼ
、〉

完
奈
化
實

_
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失

故
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.マ
ダ
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ス
ー
双
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ネ̂
の
唯
物
論
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辯
證
法
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に
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對
論
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含
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ゐ
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；が
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對
論C

註

"
觀

念
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：
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可
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れ
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m
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の
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i
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ィ

ブ

吾

今̂

:度
'が
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歴

史
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#
づ
，
忖.ら

れ

.て

ゐ

る

琴

い

ふ

意

味

紀

笋

ンBi
:
x

日V S.'T
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5. 
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.

斯
の
|

は
、
第
1
1部
0
於
て
述
洛
辯
證
；法
の
；.一:適
.相
^

鲁
逋
の
相
對
論
含
如
く
"V:
条
く
相
：ひ
砮
&

な
く
、；相
對
的
眞
趣の

：.

內
■

霧

眞

g

の
要
素
を
含 

:

み
：ノ

着

兩

者

.は
相

違

す

る

：髮

：同

時

隐

.一
ぺ
な
彦
ヒ
し
1:
、
所
謂
.

『

對
立
.物
の
統
.一』

1

で
あ
る
。

.

.
 

. 

-
i 

; 

乜
土
|

:南

ド

於

：て.述
べ
た
|

を
婆
約
ず
れ
ぼ
、
：1

認
識
論
^
は
唯
物
論
ど
觀
念
_
^
^

て
す
可
知
論
％
あ
る
.
.°
先
づ
主
«
的
觀
念
論
.は
«
我
論
^
墜
：々
、
£
を
救
濟
せ
ん
.ミ
ず
る
不
：可
知
論
は
ニ
元
_
の
故 

沒
分
裂
ず
冬
。
即
ち
：

於V

客
觀
的
観
念
論
広
幾
展
す
る
が
、」

i

f
 

k殘
I

、
道
は
唯
物
論
：の
み
で
あ
る
。
然
ら
ば
唯
物
論
的

^
認

_
す

.る
：ぜ

は

如

何

な

る

遽

度

を

取

，る
の
.で
あ 

:

る

が

、。
：
失

は

次

：の

三

つ

の

：根

本

的

態

度

I

る
め
：
で

あ

久

遂

の

み

が

經

驗

科

學

的

認

8

®

礎

た

で

あ

.る

'°
.
: 

:■
:

,

第

：

1; 、

主

觀

か

ち

獨

立

：し
：て

存

す

る

『

客

觀

的

實

在

』(

屢

-
物

自

ま

ど

し

て_
ば

れ

た)

を

承

認

す

るzyし
。

.身
一
'

1

客
權
が
實
在
た
る
.

『

物
自
體』

：

ど『

吾
々
k
取
つ
て
の
物』
、■'

『

彼
岸
性』

V
『

此
岸
性』

ど
の
間
^
原
理
的
同
.一
 

5T
E
め

前

者

を

1!
識
可
能
.な
<
\
承̂
認
す
る
.
;̂^

。
.
.

-

第
兰
、
：

『

，相
對
的
眞
迦
1
の
.
.無
限
の
蓄
積
、：發
展
に
.ょ
_っ
ャ
、.：

『

絕
對
的
眞
理 

Sす
る
こ
ビ
。

換
言
ず

れ

：ば
:'
'
認

識

を

j

つ
の『

出
來
上
が
つ
た
：も
の』

ビ
し
て
V
は
な
く
、『

過
程』

ど
し
て
認
む
.る
.乙
ビ
。

$
て
、
、根
本
的
認
識
態
度
：は
以
上
に
於
て
解
決
さ
れ
た
ミ
し
で
气
尙
ほ
重
要
な
問
題
が
解
決
^
れ
ず
に
殘
さ
れ 

て
居
る
。
ぃ.夹
は
、

先
づ
客
觀
的
：實
在
が
ら
吾
々
の
：感
覺
が
刺
戟
^
^

表
象
を
得
、
M
に
之 

を
思
惟
し
、
；最
後
^
實
踐
^
上
0
て
：物
自
體
.の
ー
15
1

«の
^
揸
が
證
明
さ
れ
る〜

し
て
も
、；

此
の
.出
.發
點

た

.
る

感

覺 

冗

到

達

點

た

，る

實

踐

ビ

：
の

中

間

項

を

な

す

思

惟

^
就
て
ぱ
何
等
0
解
決
を
與
べ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
。
眞
R
物
扭
體
の 

1

而
を
主
觀
^
於
ズ
把
握
し
、
苒
生
一
產
し
、
や
が
で
.實
踐
.へ
.の
可

能

：性5:
.與
>へ
る
に
は
、
如
何
^
思

惟
?:
し

な

け

れ 

ば
な
ち
ぬ
の
か
。
そ

の
思
惟
形
式
ば
，如
何
な
.る
.も
の
.で
'あ
る
か
，o
: 

此
の
.問
.題
の
解
決
乙
：そ
第
一
一
部
の
課
題
.で
あ

:
第

.':二 
一
 

部

:
. 

一

■
..

序

言

.吾
々
は
馆
ー
部
は
於
七
、
三
.
.つ
の
根
本
的
な
唯
物
論
的
：態
度
を
確
立
し
れ
。：
次
た
問
題
に
な
る
の
は
、
此
の
態
度 

に
側
し
た
思
惟
形
式
で
あ
る
。
從
つ
て
、
吾
S

取
っ
て
問
題W

な
る
思
惟
形
式
は
次
：の
：ニ
つ
の
特
質
を
具
へ
て
居 

,

ら
な
け
れ
ば
な
らg

:
p

即
ち
、
：唯
物
論
的
態
度
のc

一：)

、
客
®
的
實
在
の
承
認
？(

ニ)

夫
の
認
a
可
能
0
承
認
ど
ょ 

.
6し
て
、
思
惟
形
式
は
單
^
主
觀
的
思
惟
形
式
た
る
を
許
る
さ
れ
ず
、
同
時
^
客
觀
的
實
在
の
存
在
形
式
を
反
映
す 

る
,
の
..で：な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。1
即
ち
現
實
の
客
體
を
反
映
す
る
具
體
的
患
惟
形
式
で
な
け
：れ
：ば
な
ら2

。

M

R唯
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度
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無
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の
發
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'ょ
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、
そ
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恐
惟
形
式
は
確
固
ボ
動
め
も
の
：で
は
^
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成
夺
思
が
形
式
は
文
自
體
^

盾̂
を
含
み 
'"そ
の
矛
盾
を
次
か
ら
次
へ
^
:必
然
的
^

克
服
し
て
、
ょ
.

ク
高
い
認

猶

綠 

階
へ
ミ
無
限
に
發
展
す
.る
も
の
^
解
^
.な
け

れ

：ば

な

ら

ぬ
.。
即
ち
、'
4.

か 

解
.
^
ね
ば
な
ら 
g

°
,

;
:
:..
■ 

.

.以
上
の11:
っ
.の
特
質
を
具
有
す
る
：患
惟
形
式
：は
、
之
を
從
來
思
惟
形
式
の
：學

ど

し

て

存

せ

し

か

办

R
求
め 

る
こ
ビ
は
出
來
な
s
o
.

何
故
が
ビ
云
ふ
に
、
第

1
R、
形
式
論
理
學
の
取
极
ふ
思
惟
形
式
ド
は
客
觀
的
實
在
性
、
即
ち
具
體
性
が
缺
け
て 

居
る
か
ら
で
あ
る
。
蓋
し
、
形
式
論
砘
學
の
與
へ
る
忍
惟
形
式
は
悟
性
に
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
 

そ
し
て
®
舰
能
カ
ビ
し
て
の
悟
性
の
特
徵
は
、
抽
象
性
ど
固
定
的
區
，別
，性
ど
で
あ
る
。
S
れ
ば
へ
I
ゲ
ル
も
云
つ
て 

居
るT

悟
性w

し
て
の
姐
惟
は
固
定
的
規
定
性
及
び
^

V
る
も
の
、
他
^
對
す
る
區
別
以
上
に
は
出
で
な
い
0
眵
性 

は
ヵ
ょ
ぅ
な
佑
限
的
抽
象
態
を
务
れ
だ
け
で
成
立
し
、
存
在
す
る
^
し
て
取
极
ふo 』

-Rncyclop

w:die. § 

8
0* Las- 

s

i s

p:mt:iche W
e
r
k
e
.

. 

_
 

V. 

s
' 

S5 )
ビ

o
夫
故
形
式
論
理
學
k-
於
て
は
：、
：例
へ
ば
人
間
の
槪
念
を
構
成
す 

る
場
合
、：實
在
的
な
、：：個
々
.の
人
間
が
ら
、
そ
れ
に
內
在
ず
る
特
殊
：性
5:
排
.除
し
，、
.單
に
共
通
性
0
み
5:
柚
象
'す
る 

に
過
ぎ
ず
'
.從0

そ
；客
觀
的
^
實
在
す
る
具
體
的
な
人
間
?:
反

映

し

な

：弋

て
も

，.冬
の
區
別
は
.絕
對
R
E3
定
的
夺
の
で
，
.あ
る
。し
例
：へ
：.ば
<
は
非
：<
:に
あ
ら
ず
の
形
式
を
以
夕
て
現
.は
3
れ
る
。

夫
故
形
式
論
.湖
學
の
极
本
.原
則
は
‘『

同
一
性S

原
則』

C
Aは
^
な
>)
、『

矛
盾
の
原
則』(

<
は
非
<

あ̂
ら
ず)

及
.び 

『

不
容
間
位
の
原
則』(

<
が
或
は
B
.で
あ
-
、̂
或
は
非
B

1
る
時
フ
.

一
方
が
眞
な
れ
ば
'、
他
方
は
必
ず
や
僞
な
-
^

)

。
乙
ろ
が
、
斯
る
抽
象
的
^
し
て
固
定
的
區
別
的
態
度
|

を
の
最
本
根
本
的
な
も
の
は
同
一
性
の
態
度
-—

で̂ 

あ
る
が
、
I

}c
よ
る
思
惟
形
式
は
、
客
觀
的
赏
在
を
靜
止
せ
る
も
の
ビ
し
て
、
几
っ
個
々
別
々
に
舰
蔡
す
る
限
6 

は
.
"：何
等
の
矛
盾
を
生
じ
な
い
。
蒂
々
は
：そ
れ
^
の
事
物
に
.、
或
は
共
通
の
、
或
は
：異
ク
て
居
る
> 
否
互
^
固
觉
的 

R
區
別
^
れ
て
居
る
、
あ
る
種
の
特
質
を
發
見
す
る
、

『

然
し
乍
ら
、
菩
々
が
、
事
物(

客
觀
的
3$
在〕
を
そ
の
蓮
動
に

於
て
、
變
化
に
於
て

.

.
相
互
作
用
k
於
て
觀
察
す
る
や
}

$i

や
、
全
然
乙
れ
$
異
る
。
乙
の
場
合
吾
々
は
胜
ち
^

矛
府
R
陥
る
。
運
動
そ
れ
自
身
が
一
の
、矛
盾
で
あ
る
、
旣
に
單
な
る
機
械
的
の
位
S
の
移
動
で
す
ら
も
、
あ
る
物
體 

が
、
同 

一
_
間
に
あ
る
場
所
に
あ
6
同
時
^
他
の
坳
所
に
あ
る
、
同
一
の
®
所
に
あ
り
ま
れ
同
一
の
場
所
汉
な
い
ど 

云
ふ
乙
ビ
に
依
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。』

(Engels, 

Anti-mhring. 

S. 

1
2

0)

斯
く
同1

性
の
瓜
惟
形
式
は
單
R 

無
機
物
の
機
械
的
運
動
に
止
ま
ら
ず
、
页
に
有
機
體
の
運
動
に
も
當
嵌
ら
な
い
。『

植
物
、
動
物
、
凡
ゆ
る
細
胞
は
、
 

そ
れ
ら
の
生
存
の
凡
ゆ
る
瞬
間
に
於
て
、
0
•己
ビ
同
化
し
1
而
も
又
阡
己
か
ら
分
離
す
る
。
夫
は
、
諸
物
質
の
吸
收 

S
排
泄
よ
っ
て
、
呼
吸
に
よ
っ
て
、
細
胞
形
成

^
細
胞
死
滅
^
に
よ
っ
て
、
循
環
過
程
の
進
行
に
よ
っ
て
、
約 

言
す
れ
ば
、
不
斷
の
分
子
變
化
の

總

計

ク

:て
V
,あ
る
、>
そ
し
て
乙
の
分
子
變
化
は
生
命
を
作
办
上
げ
る
名
の
で 

あ
>
、
又
こ
れ
が
餘
合
的
結
果
は
、
生
命
の
諸
.段
階
，——

胎
子
生
活
"
靑

泰

、
へ
性
の
成
熟
、

"
生
殖
過
程
，
老
衰
、

死
滅——

の
内
k
明
瞭
に
現
は
れ
て
來
る
。

.

.
生
理
學
が
進
步
す
る
に
連
れ
て
、
益 

<斯
か
る
不
斷
の
無
限
^

小
^
な
、
變
化
が
生
现
學
^
ど
っ
て
重
耍
^
な
る
。
斯
く
て
又
、
同

I

性
の
內
部
に
於
る
區
別
性
を
觀
察
す
る
乙
ど 

%
同
様
に
、
そ
れ
に
ど
っ
て
益
|<
蜇
要
^
な
る
。
そ
し
て
舊
來
の
杣
象
的
、
形
式
的
な
同一

性
の
立
®

、
即
ち
冇
機 

體
を
ば
、
■單
k
自
同
的
な
も
の
、
不
變
な
も
の
ど
し
て
取
极
ふ
が
如
さ
立
場
は
、
時
代
遲
れ
S
な
る
。』

(Engels, 

锒
二
十
五
#

(

1ニ
：三
3,

〕

：
：
现
論
總
濟
學
方
法
論
叙
說.'
\ 

. 
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鹋
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7-

1
5

00^

つ

て
、
吾
々
^
、
^
ぷ 

的
實
在
を
運
動
^
於
て
又
相
互
關
聯

K
於
て
.觀
察
す
る
^
、.
形
式
論
理
學
ゆ
，M ;
惟
形
式
、
就
中
其
の
根
本
的
©
惟 

形
式
た
る
同1

性
の
原
則
は
、
最
早
容
薇
的
實
在
の
存
在
形
式
?:
‘反
映
じ
な
い
.，乙
ビ
が
明
縱
^
な
る
。

第
二
^
、
形
式
論
理
學
^
於
て
は
、
：：
ぞ
の
思
惟
形
式
5:
:

>
決
じ
で『

無
賺
^
矛

盾

の

，克

服

趣

程
^
あ
る
患
惟
形
式』 

ど
し
て
解
し
て
は
居
ら
ぬ
。
即
ち
形
式
論
现
學
に
お
つ
て
は
、，：<
<は
.
<で
.あ
つ
て
、
.非
八
た
る
を
許
が
：̂
れ
.

ず
：、
此 

の
同
一
性
の
原
則
の
內
k
は
"
i
.
何
等
の
矛
盾
を
も
含
む
乙V

が
許
るn

れ
な
い
o
從
づ
て
形
式
論
理
學
■の
M
ff
i
形
式 

に
は
矛
盾
の
克
服
が
な
く
、

一
度
得
ら
れ
蓝
惟
形
式
ば
.經
對
.的

篇

定

3
れ
.、
«
展
が
失
は
れ
る
。.然
る
時
は
" 

を
の
思
惟
形
式
は
物
自
體
2r
全
面
的
に
把
撖
し
得
た
ヶ
f
す

る

形

而

上

學

的

獨

歡

論

に

墜

入

々

、
，
一
度
科
學
的

.認
識 

が
不
斷
に
發
展
し
つ
、
.あ
る
事
實
に
ふ
つ
か
る
勝
ぱ
、
あ
は
て
、
.そ
の
您
惟
形
式
^,
軍
^
主
觀
の
思
惟
ま
式
に
11
:

 ̂

る
も
の
で
あ
*

物
自
體
は
ホ
可
知
な
名
.の
で
あ
るW

云
つV

、

觀
念
論
及
び
不
可
知
論
へ
ド
-退
却
.せ
ざ
る
を
得
な 

い
。
斯
く
形
式
論
理
學
の
思
惟
形
式
S

.矛
厩
I

れ
の
克
服
を
含
ま
§

み
か
、
'i£
s

惟
の
諸
形
式
を
叙
述
す 

左
^
當
つ
て
、
夫
等
相
互
の
間
に
何
等
內
的
必
然
的
發
腰
關
聯
を
求
：め
.て
は
居
ら
_
。：.單
-̂

斷

片

的

に

思

惟

の

諸

形 

式
S

集
3
れ

て

居

るs

f

v.

.。
：
夫

故

單

純

な

抽

象

阶

な

思

惟

贩

式

丨

客

獅

的

實

f

反
映
す
る

i

?

 

少
く
、、
從
つ
て
最
も
多
く
の
矛
盾
を
含
ん
だ
思
惟
形
式
|

か
ら
、
そ
の
內
に
含
茇
れ
た
.矛
盾
を
克
服
し
、
順
次

 ̂

內
的
必
■然
的
發
偎
化
於
て
、
，i

高s

具
體
的
思
惟
形
式——

ょ
ヵ
迓
接
的
^
客
觀
的
實
在
を
反
映
す
盏
他
形
式 

—

へ
進
む
過
程
は
說
明
さ
れ
て
居
ら
2
>
八

斯
ぐ
し
て
、
朱
の
唯
物
論
的
態
度
に
.適
合
丁
る
服
惟
形
式
：は
形
式
論
坪
學
の
：内
に
：求
め
る
乙
ド
は
出
來
な
い
。
然

ら
ば
、
夫
：は
如
何
な
る
恩
惟
形
式
の
.學
、
，.即
ち
論
理
學
k
求
め
た
な
"
bば
ょS

か
。
夫
は
制
限
を
附
し
^
上
で
、( 

丨
：ゲ
ル
の
論
理
學
、
：即
ち
辯
證
法
的
論
理
學
に
求
む
可
さ
で
あ
る
。

何
故
制
限
を
附
す
か
S
云
：
ス

に

、

へ
K
グ
ダ
は
客
觀
的
觀
念
論
者
で
あ
み
、
主
®
ど
客
W
的
實
在
<
を
ー
つ
の
形 

而
上
學
的
な『

絕
對
精
神』

忆
包
括
さ
せ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

,
然
し
乍
ら
、
斯
る
神
秘
的
な
観
念
論
.のV

丨
グ
を
取
ぅ
未
る
時
？
彼
が
自
己
幻
論
现
學
に
於
て
取
扱
つ
て
居
る
思 

惟
形
式
は
、
全
く
先
に
指
摘
し
た
唯
物
論
的
態
度
^
適
合
し
た
：思
惟
形
式
の
特
質
を
具
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。

彼
は
從
來
の
形
式
論
理
學
の
.根
本
觖
陷
を
、：
夫
が
主
：觀
の
思
，惟
形
式
を
客
観
的
實
在
の
存
在
形
式
か
ら
分
離
し
、
 

前
者
の
み
.を
取
扱
り
て
居
る
®
,̂
求
め
て
.居
る
4
從
來
：の
論
理
學
の
槪
念
は
.、
普
通
の
意
識
£

て
'
頭

つ

か

ら

前

提 

せ
ら
れ
て
ゐ
る
：認
識
內
容
e
そ
れ
の
形
式
ど
の
.分

離

、
；
又

は

真

理

w

確

實

性

苳

の

：分

離

に

基

づ

s

てe

る
。』

(wis- 

senschaft 

d
c
r
t-
<
.
oaQ
-
.ik
. 

Lass

o-ns 

s

fo:mtliche w
e
r
k

ri):. 

Bd. 

HL:. 

$
.
^
&
ど
。
'彼
ば
、
斯
く
風
惟
形
式
が
客
觀
的
實 

在
の
存
ff
i
形
式V

引
さ
離
^
れ
る
や
、斯
名
思
惟
形
式
は
客
観
的
眞
理
釔
何
：等
菩
々
k
與
ヘ
ず
し
て
、單
k
主
.觀
的
信 

仰
を
臆
見
.ど
^
逆
戾
$
す

冬

に

過

ぎ

ぬ

で

：め

.5:
指
摘
し
、進
ん
で
&
.己
の
.論
璉
：學
に
於
.：て
取
‘极
：ふ
可
さ
恩
惟
形
式
は
、
 

同
時
^
蓉
觀
的
實
在
の
存
在
形
式
な
る
乙
^
5:
主

張

し

：て
居
：る

。

『

斯

ぐ
^
'、.純
粹
な
學
'問(

»
''
'
'
^

對
立
炉
ら
の
解
放
を
前
提
ミ
す
る
。
を
れ(

論
理
學)

は
思
想
で
あ
る
ど
同
檨
R
事
象(

驻
、：
客
觀
的
實
在)

そ
れ
_
體 

で
あ
る
限
办
k
:於
：け
る
思
想
、
：又
は
事
象
で
あ
る
ヾ
し
同
様
k

M
粹
な
思
想
.で
あ
る
限
々
k
於
け
る

事
象
そ
れ
®
體
.を 

含
ん
で
ゐ：

る
.。』

.

(Ebenda,, S. 
3

0)
(

但

し

後

の

命

題

は

形

而

上

：學

的

、
：

.：*
念

1

で
あ
る
J

i

更
^
言
葉
を
續 

け
て
‘日
.ぐ

。

『

そ

乙
で
、
此
の
.客
觀
的
な
思
惟
C
K
、
'客
觀

的

實

在

の

：存

在

形

式

を

反

映

す

る

.思
惟〕

は
純
粹
な
學
問

!
•-
-
*屮
:/
r
:
.
卷

(

一:ニ
三
五)

.

理
.論
經
濟
學
方
：法
論
叙
說

':
;

邻
/v
嫌
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濟

ニ

十

碁 ̂

 ̂

 ̂

篏

八

號.
1

七
四 

(
註

論

理

學)

の
內
容
で
あ
る
。，
從

:o
一
て
，一
«
縣
な
學
開
^
形
式
的
で

^
ぼ
け
れ
ば
、
現
實
的
な
眞
の
德
識
ど
な
る 

.た
め

.：の
質
料
を
缺
：V*
て

ゐ

る

も

.0
:で
も
な
く
、
：.反
：つ
^
寧
ろ
、：純
粹
攻
學
問
の
：內
容
：乙
そ
は
唯」

め
絕
對
的
^
眞
な 

る
も
の
い
：
又
は

；-
尙
も
質
料

s S

ふ
言
葉
を
用

a
た

s
:
«ら
ば
、：
.唯
、

1 「

の
：眞
實
の

.質
料
で
あ
るoicEbenda. 

S. . 3
【)

;.
:
斯

く

：
へ
：丨

ゲ

ル

め

論

：理

學

^
於

_て
：取

极

は

ー̂ 

1

致
す
る 

患
惟
形
式
で
あ
冬
の
み

.な
ら
ず
、
更
は
唯
物
論
；

S

要
求
す
る
：矛
盾

0
克
眼
過
：程

^
於
け
る
思
惟
形
式
で
も
：あ
る
？

へ
 

丨
グ
ル

•は
、
' 從
來

：の

形

式

論

砘

學

め

思

惟

形

式

^
は

、
，
：何

等

；の

矛

盾

も

含

ま

れ

な

.い
固
定
的
な
 ̂

單

ic 

夹
等
を
雜
然
$
蒐
集
し
た

^
過
ぬ
之
ビ

:5
:
指
摘
し
て
居

.る

.。『

此
の(

註
、
.：形
式
論
理
學
の

>內
容
の
諸
規
定
：は
、
夫
等 

の
固
定
性
に
於
で
微
動

^
も
し
なS,
ど
考
：へ
.
&れ
タ
單

k
相

a
の
外
面
的
な
關
係
に

*
た

_
れ
る
：に
過
ぎ
な
い

0』 

(Ebcnda. s. 

3
4
V

」

斯
る
思
惟
形
式

5:
:彼
は『

死
せ
る

«
骨』

^
6

3

.&

.

^V
-

ミ
嘲
笑
し

、
'51
に
進
ん
で
、
自 

己
の
論
理

^

於̂

て

^

、
；
患

惟

艰

式

;5
:
そ
0/
)
內

的
.矛
廇

の

否

定-克
服
?:
通

じ

て

：
、
ン
低
さ
.ょ
6
高

へ

の

無

限
 

の
必
然
的
發
展

.過

.程

^
於
.：て

考

察

す

可

さ

之
^
?:
主
31

し

て

房

る
;.
0『

學

.問
的

：進

行

：を

獲

得

す

る
.爲
，の
唯
、
一

の

も

の

は

、

•
;
:
.
否
定
的
な
も
の
が
同
様
に
積
極
的
で
あ
る
ど
い
ふ
論
理
的
命
題
の
認
識

，
mは
自
己
矛
盾
し
て
，

q

る
も
の
は
，
 

自
已
を
解
消

:0
:̂

零

ど

な

夂

.杣
象
的
な
無

$
な
る
ゆ
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
本
質
上
、，
單

^
そ
れ
の
特
殊
な
內
容

. 

の
否
定

^
な
る

€
い
ぶ
命
題
、
又
は
、
斯
る
否
定
は
總
て
の
否
定

.で
は
，な
く
しV

、

自
己
を
解
消
す
る
規
定
せ
ら
れ 

た

事

象

の

否

定

で

あ

，
つ

て

、
：：：

從

.つ
て
、
規
定
せ
ら
れ
た
否
定
で
あ
る

^
い
ふ
命
題
、
從
つ
て
、
そ
の
成

*
の
中
^
は 

そ
の
本
質
上
仑
れ
を
成
果
..ビ
し
て
產
み
出
す
も
の
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
S

い
ふ
命
題
.

.

.

.

.

.

.の
認
識
で
あ
る
。
成
果
ヾ」

し
て
生
ず
る
^
の
又
は
否
定
'は
;'
>
親
定
せ
ら
れ
^
否
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
內
容
を
も
つ
てa

る
。
そ
れ
は
一

つ 

b
新

し

い

：
概

念

、
.'
而
も
：、：
以
前
の
槪
念
妃
.較
べ
^
よ
：6
高
.い
、
へ
よ
り
豐
富
次
槪
念
で
あ
る
。
何
ビ
な
れ
ば
、
を
れ
は 

以
前
の
靡
念
の(

否
定
又
は
對
立
者
の
^
め
に
そ
れ
だ
け
«
富
^
な
$

:從
つ

：
て
：
？

以

前

の

槪

造 

6
.で
な

く

、
以

前

，の

槪

念

よ
-®

^
.更
^
多
く
の
も
の
を
含
み
、
m
前
の
，槪
念
^
そ
れ
の
對
立
者V 」
の
統
一
で
あ
る
か 

ら
。、
j

諸
槪
：念
t
'M
榧
形
式)

の
體
系
は
.
|般
^
斯
る
道
を
迎
0
.て
：
ノ
：自

己

を

形

成

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

し
 

て
バ
そ
れ
は
业
せ
る
^
ビ

な

氣

純

粹

オ

マ

外

か

ら

何

物

を

も

取

-
^
入

れ

 

自
：己
を
完
結
さ
せ
な 

け
れ
ば
な 

6な S

 

J
C
E
cr
s
d
a
'
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3 5

，3
sど
。

斯

く

し

て

：
、

へ

ー

ゲ

\

の
辯
證
法
的
論
理
學
か
ら
觀
念
論
的
要
素
?:
取
6
除
さ
、
之
を
純
唯
物
論
的
に
解
釋
す
る 

乙
ど
が
必
要
す
な
る
。
そ
し
て
：、
此
の
仕
事
は
、
周
知
の
如
く
、
マ
，
ク
ス
？
^
シ
ゲ
，
ス
ミ
に
よ
つ
て
成
し
遂
げ 

.
&れ
て
居
る
。
然
し
乍
ら
？
彼
等
は
へ
|
ゲ
^

.0
_
»!
_
を
.唯
^

^

^

0た
:^
_
、
唯
物
辯
證
法
^
し
て
：知
ら
れ
て 

居
る
思
惟
方
法
を
、
.決
し
て
體
系
的
に
叙
述
し
て
置
い
て
く
れ
な
か
つ
た
。,彼
筹
は
唯
，
此
の
患
惟
方
法
を
適
用
し 

，穴
成
果
の
み
を
殘
し
て
い
り
た
.
o如
ち
マ
：

V

ク
ス
は
之
：を
社
會
科
學
R
.適
用
し
て
泌
的
唯
物
論
を
、：：
エ
ン
ゲ
ル
ス
は 

K

R自
然
科
學
k
適
用
し
セ
自
然
辯
證
法
を
殘
し
て
X
れ
た
に
過
ぎ
な
か
.つ
た
o
思
惟
方
法
そ
の
も
，.の
ビ
し
て
の
唯 

物
辯
證
法
の
體
系
的
叙
述
は
、

一
人
レ
ー

二

ン
が
企
て

た
所
"で
あ
る0

彼
；
は

此

の

，企

の

爲

R
九

册

の

ノ

ー

ト

を

作

つ 

た
.。
然
し
彼
冬
亦
、
體
系
的
k
叙
述
す
る
M

sな
く
し
：て
終
：つ
た
。
此
.の
へ
レ
！

ー
一
シ
の
九
冊
の
哲
學
ノ

 

I
ト
中
、
三 

佌

は『

へ
ー
ゲ
：

V:

の

論

现

學

の

枧

槪

』

k
當

て

ら

れ

て

居

办

、
變.”シ
ー
，

K

版r

レ'
，,
ニ
.

x

全

集』

の

九

卷V

し

て

發

表 

さ

れ

；？

觅

に
'殘
ヵ
.の
六
册
も
同
十
1
:
1
卷
ど
し
て
發
表
さ
れ
^
^

第
二
：十

五

卷(

：ご
1三
七〕

豳
論
經
濟
學
方
法
謫
叙
說
，

.:笫八號一七五



達

十

卷̂

c
l
l
s
o

现
讓
濟
學
方
法
諭
叙
說
:

t

m 

V
i
、

，
夫
f

、
罨

々

奪

し

思

._
方
法
£

s

唯
物
辯
證
法
S

系
的
§

 

先
i

デ

^

t

-
1

^

 

v

チ
夕 

口 

べデ
ィ

—
』

の第一 

丧)

爲

大
^

_
擧』

( 『

論
^
の
£

2 :)

ど
を
：硏

究

し

な

ほ

：す

：
の

が

最

善

2
®

レ
I 
ニ
ン
，
の
r5

學
ノ 

I

は

，
書

'獨
乙

版『

.レ

.，J
I

ン

全

集

』

，に

も

飜

管

れ

て

居

ら

ず

、

日

本

版

'
K於

て

は

、
僅

か

に

r
 
二
ン
：
の『

へ 

0
ゲ
S

理

學

の

梗

概

』

：のI

部

が

：川

內

唯

彥
f

ょ

？

、

『

へ
す
？

論.
S

科

學

太

綱

な

る

表

題

の

下 

れ

て

居

るS

慕

い p
>
g

,
幸
I

 

 ̂

^
^

 ̂

0

 ̂

s

r

s

0

0

0

M

^

た

レ

.“
！

 

v

の
.哲
學

ノ
，

トk

關
す

る

；テ
ボ
，ジ

X
，

デ
，ド

ラ

ッ
キ

I

等

の

紹

介

、
解

說
：、
蕾

.最

近

飜

菅れ
た
ィ 

!
•ッ
d
ン
シ
ュ
タ
ィI

ベ
！

ゲ

ル

辯

證

法

批

判

』

I

い

i

力
出

來
る
.。
此

等

の«
片

的

知

識

を

基

ヒ

し

て

：、

次

k

へI

:グ
,

の
辯
®
法
的
蕭
學
の
唯
物
論
的
解
f

 

畲
み
■

る
。

,

さ

て

次

丨

•思
惟
力
法
ど
し
て
の
唯
.
物
辯
證
法
の
，體
系
ば
如
何
に
構
成
_

る
可
&

で
あ
.

る
か
、
，換
言
す
れ
ば
、

夫
 

^
屬
す
る
諸
丨
の
妞
他
形
式
を
如
何

^

組
麓
的
汉
構
成
す
可

§

か
の
問
題
が
生
ず

6

。

吾
々
は
此
の
問
題

■

す
る
解

.答
を
マ

/-
ク
ス
自
身
の
著
作
か
ら
見
出
す
乙
ど
は
出
來
な
い

.0
唯
.僅
か
こ
エ
ン

レ
ル
ネ
方
次
の
如
票
完
全
裏
明
を
興
へ
y

f
 

S

Iい
o『
此
I

法
則(

註
、
：唯
.物
辯
證
法
的
I

諸
技

-己
..

は
、：
♦

の
主
要
點

k

從
づ
て
、
次
の
^
^ ̂

.

.
即
ち
量
か
ち
質
へ
'の
轉
化
の
法
則
及
^
冬

.の
：逆

.
_
'
、
：
：

. 

.

.對
立
物
の
滲
透
の
法
則
フ
>
:
:
:

 ̂

, 

:

:
.

::

否

宠

の

：
杏

定

：
の

法

則

.:
;「

： 

：
:
:.

こ

れ

で

あ

る

。
. 

-

.

•

:

乙
：
の

主

法

：則

の

殺

，
て

找

：
、
>
:
へ

-'
|

ゲ
^

^
ょ

つ

，
て

ノ

彼

.め

«
念
論
的
.方
.
法̂

於
て
：
,*

彳

展

開

さ

れ

て

郞

ち

，

蘇

：
泰

刺

は

，
、
；
論

；

■
學

爲

の

內

k
、
第

彼

の

靈

學

中

の

最

も

遺
要
な
部
分
た.：る

本

厲

論̂

占
.め
.で
居
為
。
：：最
後
；
^
■
一
，
一
：
の

法

則

ば

^

用
し
备
名
タ

.遍

：、4

差

«
に
污
へ
ば
、
雪

一

め
法
則
は
主
笔
：し
て
：

る
.〕

^(

E
3

g
e-F
- >
l
:0
r

e

3
-̂f
i
>
N
a
t
u
r
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e
r

 

D
i
a
j
e
s
k
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”. 

_
n
i
>
-
E
I
a

aq'eIS 

A
r
c
H
i
v
i

,t
d
d.
闩
 

切

：M露
：.

ぱ

述

べ̂

®
.る
:0
.
:
:
ギ

；

ろ

『

a

a
の
#

所

謂

大_

興

學

盔̂
 

r

エ
，
ダ.

夕̂
^

口
.ベ

せ
 ̂

.

第
i

存
在
論
"■第
一
：
ー
篇
本
質
論
、

§

篇

槪

念

論

.ど

な

つ

て

居

る

か

ら

し

て

、

吾

々

は
次

の

如

く

推

察

す
る
こ
ど 

が

出

雄

る>
:
m

i 

Vゲ
>
ス
.の
唯

物

辯

證

涂

の
.構
成

；は

べ|
ゲ
.ル
：の

論

理

學

の

猶

成

^
殆
：ん

オ

等

し

が
-0
ぢ

:®
tt
v
a
^
r
;
ン
撰
ぞ
の
«
擧
^
::|
-;

>
於̂
.て
、
_
.如
何
代
唯
物
辯
證
法
の
構
成
を
考
べ
ず
居
づ
た
で
あ
ち
戈
が
。：此 

の
_
題
奶
對
:6
、
：デ
.
.禮

ぼ

2

如
会
：解

雪

^

^

居̂
る
--
-『

ボ
_
1
:
'
:
:

ン
—
明
:-
6
か
^
マ

-

は
、
吾

々
が
夫

'
を唯物

.. 

論
的
^
容
で
充
0

^
:-
す
れ
域

-,
.;唯
_
論
者
；
承
：̂

れ
裊
W
得
る
養
の
^

:;̂
#
.ベ
；̂

、
;
;へ

〕

-
ゲ̂
：
.

：

ル
の
：論

：明

學

の
{#

歷

1
:;±
.
|
:
' 

0

-

i

i

f
 

^

1

1
 

'
' 

素

f
 
,

一
 
七 

b
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笫U:

十
I
 

c
u
®
0

)

，
现
：纛
■

方
：譲

叙

說

.

：： 

：
：

笫

八

號

二 
.七
八 

@
i
v
^
'0
a
度

ま

で

正

,1
.

ヵ̂
、パ
ど
%
程
.度
.
で̂

霖

つ̂

ゐ
^
.か
な
^
いー
^
問
題
ば
論
じ
^

。
©
々
は
、
 

3

茂
:^
§
#
馨

0
沖
^
，
範
疇(

思
惟
形
式)

め
#
尾

|
實
し
^
配

置

贫

い

ふ

意

味

で

は

、

へ

ー

ゲ

ル

の

構

成

に

對 

汝

洚

屢

?
1
.つ.も

遺

5
摩
い
：;,
0
备 

I ニ
シ
が
へ
ー
ダA

論
理
寧
の 

體

薄

を

人

間

の

認

識
0
瑰

實

；.の.行
巷

に

：
對

應

：し
.た
も
の1
ビ
：：考

へ̂:
ゐ

矜

で

し

か

：思

は

れ

な

い

。

』
.C

白

揚
1]
:
版

、

『

マ 

誇

^
ヌ

主

義

の

旗

の

：下

泛

第

三

册

、
：
四

頁

)

ど
。
.
.
：

-

.

:

:'
-
J'r
,ボ

リ

ン

は

、
此

，の

解

；釋

..のへ
：疋'#
欢

る

；
乙.ビ
:'
?
:論
證

せ

.べ
 

二」

.

v

の
哲
學
ノ
 

I
ト

か

ら

次

：
の
.
.
ニ
つ

「

の
命
題
を
引

%
し
て
房

.る
。
>
,
ニ
 

；
：
:
.
,:::ハ 

:

I: 

X

『

槪
念(

認
識)

は
定
.在
'の
中
炫
直
狻
現
象(

の
中
£

本
質(

因
果
性
め
：法
則
、
同
一
性
、
區
別
性
等
々)

を
人
間
の
全 

飽
識C

全
莉
0

-
般
、の
現
實
.里
般

的

_な
行
程
ヒ
:̂
て
_

不
す

る

。
；
乙

れ

は

自

然

科

學

；
ど

鹰

輿

ど

の

：發

展

亍

^

0あ 

，.る
ば

：か4

 

f

 

,

、
.:
:經

濟

學.の
發

展

行

程

で

も

；あ

る

。
：
ミ
：の

限

^
v
k於

；
て
：
へ

ー

ゲ

H

霞
法
は
思
想
の
膝
史
の
：1

般 

此
.で
.

あ
. ：

る
。，
此
の
辯
證
法
を
斑
^
具
體
的
に
、
M
に
立
.ち
入
つ
.
.て
個
々
の
科
學
の
歷
史
の
中
^
追
求
す
る

どいスミ

へ
ど
：：は
非
常
^
遺
.
甲

斐

：
の

あ

：る

課

題

で

あ

る

ビ

思

は

れ

.る
。.

.'1

般
K
論

理

學

に

於

：て

は

思

想

の

：歷

史

は

殘

.る

隈

な

く 

•姐
惟

の

海

則

；

^
合

致

し

な

け

れ

，ば

な

ら

な

い

.0
'

』
，
:

バ
.

,

1

『

はじめ

^
は

諸

々

の

印

象

が

，ち

ら

つ

さ

、
次

いで
或
る
も
，の
が
分
離
す
る9:そ
の
.後
、
質
：(

事

物
及
び
現
象
の
諸 

規

定〕

ど

量V

の

槪

念

•か發
展
す
る
。
最
後
^
探

究
ど
追
考(
註

、
反
.省
^
同
じ)

ど
が
思
想
を
同
一
性

，の
認
1
、

差 

異(

計

：區
另
.
同̂
じ〕

の
,
識

：
根
據(

註

理

曲

^
同
じ〕

の
認
識
、
現
象
剩
本
質
の
認
識
、.因
果
性
.の
認
識
等

 々

に

向

は

せ

る

：
。

(

‘凡
て
の
：此
等
の
認
識
の
契
機

(

步

今

段

階

、
過
程)

は

' 
主

觀
か
ら
客

觀
へ
ど
向
け
ら
は
、

霞

踐
1C

1

£

I

よ
つ
て
檢
討
せ
ら
れ
、
此
の
檢
討
に
依0

て

>
:は
じ
め

v
>眞
理C

げ

絕

對

的

：理

念.

)
.に
到
達
す
るU

 .

さ
て
、：
此
の
一1.

つ
§
3.
1
用

旬

か

ら

し

て

、

レ
’
丨

 >

 
ン
.が
人
間
の
認
識
過
程
を
.、
次
の
三
段
階
^
分
け
て
居
る
乙
ビ 

が
覺
る
。
第

一

は
定
在
即
.ち
直
接
的
存
在(

訪
、
之
は
へ
ー
ゲ
ル
の
用
語
で
、
直
接
感
覺
V
J通
じ
て
、
吾
々
の
意
識 

に
與
.へ
ら
れ
た
表
象
、
.現
象
を
意
味
す
る>:

に
求
め
、
此
；.の
現

象

の

段

階

に

；於

，て

は

、

質

、

量

、

質

量

、

S
を

取

扱 

ひ

、

第
一

1

の

段

階̂

於

セ
'は
、.吾
々
の
，
意

識

の

反

雀

、

/思
惟
作
用
^
よ
々
現
象
を
超
出
：し
、
.現
象
の
背
後
に
ぁ
る
本 

«
を
！t

識
じ
，
、第
一11"

の
段
階
に
於
て
は
、
5J
.ま
ど
本
質
ど
の
對
立
を
止
揚
し
て
、g

自
且
對
自
的
な
客
觀
的
認
興
註
、
 

客

觀

的

實

在

，の

存

在

形

式

ビ

主

觀

の

‘思
惟
形
式
ご
が
一
致
し
た
認
識)

た
る
へ
ー
ゲ
,
の
所
謂
槪
念
へ
到
達
し
、
共 

處
に
於
弋
自
已
ー
の
恩
傲
の
眞
理
な
る
Z
ビ
を
實
踐
k
よ
つ
て
證
明
す
る
ど
沄
ふ
、——

認
識
の
一
一
一
段
階
を
認
め
て
居 

る

。

且
つ
：此

：：の

懿

酸

の

：前

進

蓮

動

は

同

時

に

又

人

間

認

識

及

び

.全
科
學

|
艘
の
鹰
|

#

鹿
過
程
の
前
進
運
動
で
も 

あ
る
ど

-看
做

し「

て

居

'る9 

^

;

之

ろ

で
、
.
飜
つ
：マ
へ
：丨
ゲ
ル
の
論
理
學
の
構
成
を
見
る

^
、
假
令
觀
念
論
的
べ
ー

,
を
被
つ
て
居
る
^
は
云
へ
、
 

第

一

篇
存
在
論

^
於
て
直
接
的
存
在
、
即
ち
現
象
を
取
扱

a
、
第
二
篇
本
質

^
!に
於
て
反
畨

R
よ
る
本
質
の
探
明

?: 

取
扱

3
.、
第
三
篇
槪
念
論
で
：現
象
ど
本
質

:̂
を
止
揚
し
た
即
自
且
對
自
的
な
客
觀
的
眞
理
<
夫
の
實
踐
に
よ
る
確
證 

-

ビ
を
取
扱
つ

'

v

居
る
。
夫
故
先
に
擧
げ
た
デ
ボ
ー
リ
ン
の
解
釋

•か
正
當
な
る
こ
ど
を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

.

斯
く
て

.：吾
々

.は
、
唯
物
辯
證
法
的
思
惟
諸
形
式
を
體
系
的

^
硏
究
し
、
叙
述
す
る

k
は

、

へ
ー
ゲ

A

論

理

學

の

構 

成

^
從

ひ
.、
，
之

を

唯

物

論

的

^
:«
釋

す

可

き

で

ぁ

：る。，
.
:.
'
へ

-
1ダ v

 
論
.理
學
の
«
成
の
大
要
を

f

理
論
I
:書
法

論

翁

說

？
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^(
大
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u
b
^
k
t
i
l
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:
,
.
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:
:
:

今

：
客

觀，
：
：

(

^
5 

0
奪

0
:

(

大

論
«
學

妃

於
1
は『
客

«

性

甚

ぞ 

J
 

；
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 ̂
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;
:

更
に
細
目
^
致
つ
て
は

,.
'
失
々
多
少
の
_
違
が
あ
る
:0
-

ど
乙
^
で
，
吾
々
が
べ
u

ゲ
灰
の
論
理
學
の
耩
成
^
從
^
て
、
惟
物
辯
.證
法
め
構
•成
を
論
ず
るw

云
つ
て
も
、
勿

論
、：：：^
れ
は
主
要
權
成
來
就
^
許

^

れ̂
る

の
み
で
^
:
。̂：1
E
R細toIMa
^

於
：て
は
、：
之
を
訂
|1
*
ず
る
必
要
が
あ 

る
。
例
へ
ば
、，：デ
ボ
丨
丨
げ

ン
は

、
存

：在

論

中

妃

時
.間
«
空
間
を
想
含
^
.せ)

ね
ぼ
な
ら
ぬ
2
主
：張
し
て
居
る
5 (

川
內
啦 

彥
譯『

辯
着
法
一
^

:丨
：ダ
：
^
論

理

：學

批

判

豐
：；i

m

ち
現
象
を
取
极
ぶ
存
.在
論
に
屬
す
可
&

§

及
び
：

『

屬
性
^
の
範
疇
が
フ
V-
丨
ゲ
ル
R
あ
；ウ
て
は
本
質
論
中
に
挿
入

 ̂

終P
居
：*<

且

.0
灰
本
：來
本
質
論
に
屬
す
可
&
機
械
性
、
化
學
性
が
槪
念
論
で
取
扱
は
れ
て
居
る
こ
^
を
指
摘
し
て 

ゐ
る
。(

v
g
l
.

-sc
r
d
^
roner,

:̂
o
n 

bis 

Hegd:, 

s
r II. 

s. 

4
3
7
)

然
し
乍
ら
、
な
ほ
此)

の
論
?4
?
學
の 

主
喪
構
成
ば
科
學
的
認
識
の
發
展
段
階
に
少
く
ど
も
：大
體
に
於
，，て
照
靡
で
居
久
_
:或
.は
照
應
せ
^

5 

0
. 

. 

: 

\ 

: 

- 

:,:
で
'
'
.':
,
:
:
:
.
'

-.
:

.
卜
':
,

•
: .

■

'

:
-'.
.

，'
■
何
故
か
苽
れ
ぼ
マ
唯
物
論
者
は
主
觀
か
ふ
獨
立
し
て
存
求
る
客
觀
的
實
衣
を
本
源
的
な
も
の
ビ
鳃
め
ノ
之
^
ょ
つ 

て
五n

々

の

意

識

が

：觸

發
S
れ
認
識
が
®
る
€

見
る

の
で
あ
る
が
ら
で
^
識
論
め
出
發
勲
ど
し
尤
、『

存
在
論』

.か
ら
初 

め
る
.乙
^
は
全
《
芷
當
で
あ
る
か
ら
で
あ
石
::
0

こ̂

,/
>
-で
感
性(

感
«)

を
逾
じ
^
直
接
吾
々
$
意
識
^
與
へ
ら
れ
た 

存
狂
、
即
ち
.
S
接
的
存
在
i
:現
象
R
外
衣
ら
^
が

:,
:
:°其
處
负
問
題
装

る
の
は
"：

時

間

だ

空

間

：、
：

BI
;R
質
、
.量
、
' 

質
量
で
#
る
卜
勿
論
是
等
ぬ
形
式
は
カ
^

は̂
於
け
る
が
如
或
；'敢

^
主
觀
め
：冼
驗
的
形
式
で
は
な
く
、:
同
時
忙
客 

觀
的
實
在
の
存
在
形
式
で
あ
ヵ
，
：主
觀
が
失
七
模
寫
す
<
解
-
ね
ば
な
^
ぬ
せ
是
等
諸
形
式
め
辯
證
法
的
發
展
に
就 

:黑

_
細
な
硏
射
腺
次
節
め
課
題
で
あ
さ
',
;-
;

,

:

:

^

:-
: 

V:

然
し
乍
ち
：,
'
吾

々

は

此

め

：：直

接

的

存

在2
現

象

：の

泄

界:'
更
妃
沄
ひ
換
べ
m
ぱ
直
接
經
驗
め
領
域
の
み
に
認
識
の 

步
み
を
止
む
可
き
で
あ
ら
ぅ
か
。
素
抑
な
：經
驗
論
者
は
彼
等
の
■認
識
爾
域
を
媒
ら
之
k
限
ら
ん
^
す
る
。
然
る
時
は
、

笫
ニ
十
苏
卷
-

(
1

ニ
四
三)

现
諭
經
濟
學
方
法
飾
叙
說 

笫
A
號

一
八
一
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i
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'
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四
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論
經
濟
學
方
法
論
叙
說

 

0
J

一

八

二

吾
々
は
何
を
得
る
で
あ
：ち
ぅ
か
。
經
騰
#
§
は
せ
^
ぜ

み

類

做

し

た

諸

現

象

を

無

數

忆

示

^

、
：
：
變

化

の

順

序

を

明

か 

^
す
る
之
ミ
が
出
來
る
^
過
§;
な
い
^
單
に
或
ふ
#
が
あ
ク
た
、
'
^

^•
,
i 
:,卿
ち
直
楼
經
驗
^
與

<>
.
'
:
^
れ

た

現

象

を

說

明

ず

る̂
止
ま
る
。
だ
が
經
驗
主
義
^
ょ
つ
て
は
、
現
象
の
必
ぶ 

的

關

聯
:5
r
見

出
す
.年
^
は

出

來
な
..3
.
.
:
:

經
驗
主
義
の
光
の
If
..で
は
、：.：：普
遍
性
及
び
必
然
性
は
，
氣
紛
れ
次
形
式
、
主 

«■
的

な
偶

然

性

、
知

能

，の

習

慣

^
:b
て
現
は
れ
1
.そ
れ
&
の
內
容
は
隨
意
起
變
化
S
れ
#■
:
る
も
の
ど
看
做
3
れ
る
9 

斯
<
て
直
接
的
經
驗
.は
客
觀
的
實
在
の
合
法
則
の
認
識
を
排
除
す
る
''
°-例
へ
ば
、
现

論

碧

.學
^
於
け
る
，

『

.價
遨
論
無 

用
論』

：，

は

IE
R
此

の
素
朴
な
經
驗
主
義
の
現
は
れ
で
あ
る
o
夫
は
直
楼
經
驗
k
與
へ
ら
れ
て
M
る
：所
の
價
格
の
高
低 

蓮
動
の
說
明
を
以
.
0
滿̂
足
せ
ん
ど
す
る
の
で
あ
る
0
然
し
軍
^
偶
然
性
^
於
て
現
は
：れ
る
直
接
經
駿
：の
世
界
、

_ 

ぢ
價
格
高
低
現
象
か
ら
し
て
、
：吾
々
.は
直
接
^
價
格
高
低
の
必
然
的
法
則
を
導
さ
出
す
乙
ゼ
は
出
來
な
い
。
其
處
で 

は
■單
^
多
く
の
ぎ
驗
^
事
實
を
嚴
集
し
て
.
云
々
の
傾
向
か
あ
ら
ぅ
^
云
ひ
得
る
^
止
^
る
。
現
..象
^
し
て
の
a
-'
# 

高
.低
の
背
後
^
於
て
、
.即
?>
現
象
の
背
後
に
あ
る
本
*
に
於
.て
；、
慎
格
高
低
を
窮
極
的
ド
規
定
す
る
價
値
法
則
を
發 

見
せ
ざ
る
嗥
气
價

格
法
則
も

亦

說
明
^
れ

ず
に
終
る

の
で
あ
る
。
此
の
問
題
は
他
の
機
會
k
方
法
論
的
茶
礎
ょ
 々

a
明
^
た
.

s

ど
思cv

て
居
る
.
9 

:
■■

さ
て
直
接
經
驗
に
ょ
つ
て
は
、
客
觀
的
實
在
の
內
的
必：

然
的
關
聯
、
即
ち
法
則
を
見
出
し
得
な
い
か
ら
し
て
、
‘此 

の
.領
域
を
§

し
な
け
れ
ば
な
ら
奴
。
然

-5
'

^
直

接

經

驗

：
の
、
領

域

?:
超

出

す

る

己̂
に
對
し
て
は

、

從

來

獨

斷

論

な

 

6
匕
の
非
剡
が
ぁ
る
例
へ
ば
、
■力
：
ン
ト
主
義
者
は
認
»
を
經
驗
：の
世
界
.
限̂
る
可
し
、
何V

な
れ
ば
經
驗
の
世

 ̂

V

赛
觀
的
實
在
:;
'

即
ち
物
;§
體

の

世

界

ミ

の

間

に

は

：越
：
ゅ

可

ら

ざ

务

深

淵

^

存
-,
1>
、
：：後

者

は

不
¥

知

で

ぁ

夸

あ

る

せ

。.然
し

斯

る

反

對

論

の

：ビ

る

k
足
ら
ざ
る
《

は
"
旣
.に
第1

部
^
於

て

述

べ

た

，。

第
V

R、
苦
し
吾
々
の 

認
識
が
主
觀
に
與
へ
ら
れ
た
經
驗
の
世
界
の
み
で
あ
ぅ
、
夫
は
何
等
客
觀
的
實
在
を
反
映
し
な
い
と
す
れ
ば
、
.そ
の 

認
識
：は
.單
な
，名
主
.觀
.の
信
念
で
あ
：
A
 

.
客
觀
的
料
學
的
眞
理
た
6
得
ず
、
逆
に
信
仰
主
義
に
道
を
開
く
乙
S

な
る
。

へー

：ぎ
ル
.は
、
きV

ト
主
義
者
が
現
象
^
客
觀
的
實
在
た
る
本
質
ど
の
間
^
斯
る
絕
對
的
區
別
性
を
認
め
て
居
る
こ 

ヒ
を
非
難
し
■て
居
る
.0
そ

し

て

、

レ
ー
ニ
一

 

ン
も
へ
ー
ゲ
ル
の
態
度
^
同
意
し
、
次
の
如
念
評
註
を
加
へ
て
居
る
。『

假 

象(

瑰
象)

も
客
*
的
で
あ
る
、
何
ど
な
れ
ば
、
假
象
'の
中
に
も
"
客
觀
的
世
界
の
4
.つ
の
方
而
が
あ
ゐ
か
ち
。"
本
質 

許

で

.な
く
、
,假
象
も
客
觀
的
.で
.あ
.る
'。
.主
觀
的
な
る
も
の
ビ
、
客
觀
的
な
る
も
の
ど
の
差
異
は
存
在
す
る
が
、
七 

.か
し
、
♦
の
差
異
は
、自
己
の
限
界
を
持
つ
て
：

Q

る
。』(

川
.內
氏
譯
、「

へ
ー
ゲ
ダ
論
理
の
料
學
大
綱j

四

1
1四
ニ
頁〕 

即
ち
.現
象
'ど
本

質

ビ

，
の

間
^
相
對
的
區
別
を
認
め
て
居
る
^
過
ぎ
な
い
。
BI
R
第
一
I
R、
な
る
ほ
ざ
直
揆
經
驗
の
世 

界
を
超
姐
す
る
め
は
、•
主
觀
の
思
惟
作
用
ド
ょ
り
て
―
は
れ
、
，'單
に
^

«

淤̂
て
措
定
さ
れ
た
免
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
 

然
し
吾
々
は
此
の
主
觀
的
認
識
の
同
時
^
客
觀
的
な
認
識
な
る
こ
ど
を
實
踐
に
よ
つ
て
證
明
し
得
る
か
ち
で
あ
る
。
，

..
斯
で
.て
吾
々
め
認
識
は
直
接
的
#
在(

®

驗
3
K満
足
.ず
る
^
の
で
は
效
い
o
主
a
の
悟
性
の
思
惟
作
用
、皮
猶(

又 

,は
追
考
>
.
.
れ
よ
つ
^
直
接
的
存
在
：の
本
質
の
中
，へ
突
入
せ
ん
が
爲
に
、
.直
接
的
存
在
の
根
據(

又
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識
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ぅ
せ
^
め
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o
即
ち
、
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接
的
^
明
滅
す
る
印
象
の
限
界
外
に
出
で
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感
覺
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m
は
見
え
な
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法
則
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容
觀
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實
在
^
於
け
る
內
的
、：：'本
質
的
な
み
も
.の
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表
谈
す
せ
乙
ろ
の
|

^
到
達
ぜ
ん
ミ
す
る
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故『

存
在
論』

の
次

 ̂

『

本
質
馨
を
置
く
之
せ
は
^
認
識
の
發
展
段
階
に
全
ぐ
適
合
す
る
ブ
此
處
で
問
題
^
な
る
思
惟
形
式
は
ノ
同
ー
性
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區
別
性
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理
由
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存
性
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實
性
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果
性
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又
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^
含
む
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3
で
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一
ナ
五
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姐
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枕
本
質
の
段
階
^
业
ま
名
.乙V

は
出
來
な
s
:9
M何
^
な
0

、
本
質
は
®
に
歡
の
反
省

^
ょ
つ
.て
，主 

觀
化
描
定
さ
れ
^
法
却̂

過
^
し
て
; '

未
^
客
觀
的
眞
理
な
る
乙
ど
が
麗
さ
れ
て
：® '

ら
ぬ
か
ら
で
；あ
る

.。

吾
々
は
. 

受

動

が

惟

作

用

，.

：

理
論
認
識

の
世
與
を
超
出
1
な
げ
れ
ば
な
6>
:ぬ
0
即
ち
、
自
己
意
識
に
於
て
積
,1
的
に
目

 ̂

金
設
定
'1
;
.
:
.
此
の
C
H
^
k
.
從
.つ

•!
:
實

踐

移

'̂
、
以
.つ
，て
自
&
の
现
論
認
a
の
客
觀
的
眞
现
性
.を
確
證
し
な
け
れ
ば 

な
s
’
g

o此
の
問
顧
:«
、

「
へ
^
ズ
：火
代
あ
つ
^
は
、
第
一
:
1
1
篇『

槪
念
論』

^
於
て
取
扳
は
れ
て
：居
る
。'
へ
ー
ゲ
^
が
此
の 

場
合
偏
念』

ど
云
ふ
の
は
、養
殊
な
意
味
が
附
與
S
れ
.て
居
-

CV 、

ク
ー
ノ 

A 

•
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
；解
說
^
從
へ
ば『

自
芡
H 

『

自

：已

意

識S
解

す

ベ

あ

ゐ

|
,存
在
論
及

.び
本
質
論
に
於
で
は
單

^
受
動
的
な
理
論
認

_
が
取
扱
は
れ
て

& 

A
:へ：.

丨
：ダ

^
■
:
者
を
客
觀

_
論

溯

擧

，
ど

呼

ぶ

)

、
：
槪

念

論

(

主

觀

的

論

理

學

ビ

：呼

ぶ
0昼
つ

.で
、
初
め
て
人
間
の 

自
己
意
識

^
於
て
、：
績
極
：的

^
氧
驗
に
：移

>
、
'主
觀
：の
理
論
認

_
の
客
觀
性
を
確
證
す
る
る
ど
を
取
扱
つ
て
居
る
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於
て
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械
性
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形
式
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含
業
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合
目
的
性
の
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激
し
て
居
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は
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女
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論
的
^
解

釋

し

て
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で
.は
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然̂
於
け
る
機
械
的
、
化
學
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諸
過
程
^

此
_
の
督
過
程
に
甚
づ
け
る
合
目
的
的
な
人
，間
の
實
踐
ど
の
間
の
交
互
作
用
が
，、
；即
ち
自
然
の
諸
法
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は

人

間
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合

目
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な

實

踐
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然
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則
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な
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^
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欢
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へ
は
.- '

人
へ
間
乃
合
目
的
活
働
：

§:
:某
礙
で
；&
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踐
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澈
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械
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械
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設
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る
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間

の
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動
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あ
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れ
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の
.相
苴
關
係
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間
の
目
的
ば
最
初
よ
自
然 
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し
て
無
緣
|

§

他
の
も
の』

；̂

見
え
る
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人
間
の
：意
識
、
科
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槪
念』
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は
、
本
質
を
、
自
然
の
實
體
を 

反
映
す
る
、
.：だ
が
同
時
ド
こ
の
意
識
は
自
然
化
對
し
.て
は
外
的
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名
の
で
あ
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直
ち
祀
、
皐
純
紀
良
然
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一
致
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な
$
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_機
械
的
並
び
に
化
學
的
技
術
は
、
そ
れ
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が
外
的
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條
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自
然
の
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法
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よ
つ
て
規
定
^
れ
る
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性
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っ
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ゐ
る
た
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の
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仕
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る
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^
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成
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ゲ
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人

間
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然
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も
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あ
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が
實
踐
に
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つ
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^
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踐
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踐
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又
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實
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ゲ
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踐
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中
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認
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程
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乙
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よ
つ
七
、
斯
か
る
光
榮
あ
る
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踐
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居

.
部
一
.

1

十
五
卷
:
C
I 

!1 泗

七)

.现
論
經
濟
學
方
浓
論
叙
麗 

取
八
'

g
:

1
八
1£



-
热
ニ
十
五
卷.

a

 !
m
d
:
-

理
論
經
濟
學
方
法
論
.叙
說

 

胄
八
_
 

H

る
。
即
ち
、
實
踐
は
麗
の
規
準
及
び
客
觀
的
眞
理
へ
の
過
渡
.县
す
も
吃
で
あ
る
。
着

せ

客

觀
ど

の
倉
和

は
t

 

志
.が
知
S

前
提
S

.
ち
還
I

い

卷

ど

、：：即
ち
ノ
意
志
が
理
論
的
理
豐
の
統
云
承
®
す

る

ど

ir
ふ
こ
S
 

存
す
名
。：
夫
故

-
-:
!
:
:
ゲ
\
.は
：次
©'
如
く
^

9
て

'

:

■

■

:

『

斯
く P
て
善
^

f

;の
の
眞
趣
：

ば
：：

理

露

■■
■J
i念
ヒ
實
踐
的
理
.靈

の

統

-

¥
し
て
顯
現
さ
れ
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な
る
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即
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且

對

诌
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に

到

達

^
れ
、
|

.
客
觀
的
世
界
は
失
故
^
即
自
且
對
自
的
に
理
念
で
あ
6
、
又
夫
は
同
$
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永
久
^
目
的
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-
>て
自
己
を
11
|
明
し
、
活
動
代
ょ
つ
て
そ
れ
の
現
.實
性
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產
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す
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斯
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概
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す
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プ
ー
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即

ち

：

『

人

間

還

惟

が

、
客
觀
的
眞
理

^
到
達
し. 

得
ら
る
、
か
苦
か
飞
い
ふ
問

題

は

，
何

ら

理

論

の

問

題

で

從
忽
く
、
，
實
踐

の

麗

で
あ

S

ど

去
ふ
こ
ゼ
も
、
同
じ 

思
瀨
の
表
現
で
あ
芯

。

，
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.

.此
の
點
k
於
イ
も
菩
々
は
、：
決
定
的
に
力
.ン
ト
、王

管

訣

別
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な

け

れ
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な

ら

ぬ
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判
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學
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踐
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け
る
。
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f
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シ
ト
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觀
響
爲
の
性
質
を
賦
與
す
る
に
止
言
、
實
在
的
現
實
性
に
.於
.け
.る
凡
ゅ
.る
客
觀
的
根
管
奪
っ
た
。.
夫
は
軍
に

衰

总

S

S
上

げ

ら

れ

塞

著

置

、理
念
で
あ
へ
全
く
實
現
L

S
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?
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吾
々
は
、
斯
か
る

空
虛
な
列
想
、
孤
念
を
追
^
乙
す
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出
來
ぬ
、
專
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溶
觀
的
現
實
在
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認
識
^
基
ぃ
て
設
定
さ
れ
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目
的
釔
追
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な

げ
れ
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ら
似
ヶ 
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く
し
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法
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思
惟
形
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疇
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系
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^
構
成
す
る
に
は
、

へ
1
ゲ
ル
論
理
學
の
主
要
構
成 

に
.從
■つ
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攻
3
る
可
さ
で
あ
る
ど
云
ふ
結
論
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.引
か
れ
る
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夫
故
吾
々
^
殘
さ
れ
た
問
題
は
、
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■へ：丨
ダ
，

V

論
理
學
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主
要
範
疇
系
列
を
唯
物
論
的
^
解
釋
し
な
ほ
す
乙
^
で

あ

る
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し
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節
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あ
る
。
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次
の
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總
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を
ょ
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、
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々
正
し
く
、
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々
完
全
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铒
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す
る
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踐
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叙
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茛
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叙
述
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